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場所　FOREST GATEWAY CHUO・ホール

主催　中央大学人文科学研究所



　

人
文
科
学
研
究
所
が
主
催
し
た
公
開
講
演
会
、
研
究
会
、
談
話
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
う
ち
、
専
攻
を
異
に
す
る

研
究
員
に
と
っ
て
も
興
味
深
く
、
研
究
者
間
の
交
流
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
、
例
え
ば
学
際
的
領
域
を
扱
っ
た
テ
ー

マ
の
も
の
を
「
人
文
研
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
と
し
て
発
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
研
究
チ
ー
ム
か
ら
提
案
の
あ
っ
た

企
画
を
含
め
、
運
営
委
員
会
が
立
案
、
実
施
し
た
後
、
同
委
員
会
が
審
議
の
う
え
決
定
し
た
も
の
を
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

の
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

研
究
所
で
は
、
共
同
研
究
の
成
果
を
「
紀
要
」、「
叢
書
」
と
し
て
刊
行
し
て
い
ま
す
が
、
人
文
科
学
の
名
で
呼
ば

れ
る
研
究
分
野
は
あ
ま
り
に
も
多
岐
で
あ
り
、
時
に
、
研
究
チ
ー
ム
間
の
関
係
は
疎
遠
に
な
り
が
ち
で
す
。
日
常
の

研
究
領
域
の
枠
を
越
え
る
方
へ
我
々
を
刺
激
し
て
く
れ
る
こ
れ
ら
口
頭
に
よ
る
発
表
や
報
告
も
、
研
究
所
の
重
要
な

研
究
活
動
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。
催
し
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
研
究
員
に
、
後
日
そ
の
内
容
を
届
け
る
の
が
目
的
で

す
が
、
同
時
に
、
口
頭
の
発
表
で
あ
る
た
め
に
、
お
の
ず
と
専
門
語
は
敷
衍
さ
れ
、
読
者
は
解
説
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
直
接
ふ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
一
研
究
所
の
中
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
方
々
に
も
親
し
く
読
ん
で
い

た
だ
け
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
　

一
九
九
三
年
五
月
二
二
日

中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所

「
人
文
研
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
の
発
刊
に
あ
た
り
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クレティアン・ド・トロワ作『グラアルの物語』に隠された民話

ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
作
『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
に
隠
さ
れ
た
民
話

―
国
際
民
話
話
型
カ
タ
ロ
グ
Ａ
Ｔ
Ｕ
で
は
何
番
に
あ
た
る
の
か
？
―

　
　
　
　
　
〈
訳
者
前
書
き
〉

　

こ
の
講
演
会
は
、
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
研
究
チ
ー
ム
「
幻
想
的
存
在
の
東
西
」
が
企
画
し
、
同
研
究

所
の
主
催
で
二
〇
二
三
年
二
月
二
五
日
（
土
）
に
、
中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
のFO

REST
 GA

T
EW

A
Y

 
CH

U
O

・
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
講
演
者
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヴ
ァ
ル
テ
ー
ル
（Philippe W

alter

）
氏
は
フ
ラ

ン
ス
・
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
＝
ア
ル
プ
大
学
名
誉
教
授
で
、
中
央
大
学
の
二
〇
二
二
年
度
外
国
人
研
究
者
（
第
三
群
）

と
し
て
一
週
間
、
東
京
に
滞
在
し
た
。
講
演
の
タ
イ
ト
ル
は
「
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
作
『
グ
ラ
ア
ル
の

物
語
』
に
隠
さ
れ
た
民
話
―
国
際
民
話
話
型
カ
タ
ロ
グ
Ａ
Ｔ
Ｕ
で
は
何
番
に
あ
た
る
の
か
？
―
」（U

n conte 
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caché dans le Conte du Graal de Chrétien de T
royes : quel num

éro de code dans le catalogue 
international A

T
U

 ?

）
で
、
渡
邉
が
逐
次
通
訳
と
司
会
を
担
当
し
た
。
ヴ
ァ
ル
テ
ー
ル
氏
の
来
日
は
八
年
ぶ

り
二
十
二
回
目
で
、
中
央
大
学
で
の
講
演
は
今
回
が
九
回
目
で
あ
る
。

　

中
世
か
ら
現
代
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
神
話
伝
承
や
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
に
造
詣
が
深
い
ヴ
ァ
ル
テ
ー
ル
氏
は
、
神

話
学
的
な
立
場
か
ら
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
「
ア
ー
サ
ー
王
物
語
」
に
関
す
る
数
多
く
の
著
作
や
学
術
論
文
を
発
表

し
て
き
た
。
な
か
で
も
二
〇
一
四
年
に
パ
リ
の
イ
マ
ゴ
（Im

ago

）
出
版
か
ら
原
著
が
刊
行
さ
れ
た
『
ア
ー
サ
ー

王
神
話
事
典
』（D

ictionnaire de m
ythologie arthurienne

）
は
、
ヴ
ァ
ル
テ
ー
ル
氏
の
長
年
に
わ
た
る
研

究
の
集
大
成
で
あ
る
（
日
本
語
版
は
渡
邉
浩
司
・
渡
邉
裕
美
子
訳
『
ア
ー
サ
ー
王
神
話
大
事
典
』
原
書
房
、

二
〇
一
八
年
）。

　

講
演
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
は
、
中
世
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
「
ア
ー
サ
ー
王
物
語
」
の
実

質
的
な
創
始
者
で
あ
る
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
の
遺
作
に
あ
た
り
、「
聖
杯
伝
説
」
の
出
発
点
と
な
っ
た

記
念
碑
的
な
作
品
で
あ
る
。
未
完
に
終
わ
っ
た
こ
の
作
品
に
は
、
二
人
の
主
人
公
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
（
英
語
名
パ
ー

シ
ヴ
ァ
ル
）
と
ゴ
ー
ヴ
ァ
ン
（
英
語
名
ガ
ウ
ェ
イ
ン
）
が
登
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
険
が
作
品
の
前
半
と
後
半
で

語
ら
れ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ル
テ
ー
ル
氏
は
こ
の
二
人
の
神
話
的
諸
相
に
つ
い
て
、
イ
マ
ゴ
出
版
か
ら
刊
行
さ
れ
た
二

冊
の
研
究
書
の
中
で
詳
し
く
分
析
し
て
い
る
。
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、『
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
、
漁
夫
と
グ
ラ
ア
ル
』
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（Perceval, le Pêcheur et le Graal

）（
二
〇
〇
四
年
）
と
『
太
陽
騎
士
ゴ
ー
ヴ
ァ
ン
』（Gauvain le 

chevalier solaire

）（
二
〇
一
三
年
）
と
、
こ
の
二
冊
に
つ
い
て
中
央
大
学
の
『
仏
語
仏
文
学
研
究
』
第
三
七
号

（
二
〇
〇
五
年
三
月
）
と
第
四
七
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）
に
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
私
の
書
評
を
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

今
回
の
講
演
の
内
容
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ま
ず
は
『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
で
語
ら
れ
て
い

る
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
の
冒
険
に
つ
い
て
、
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
は
、
夫
と
二
人
の
息
子
を
亡
く
し
た
母
親
に
「
荒
れ
森
」
で
育
て
ら
れ
た
少
年
ペ
ル
ス

ヴ
ァ
ル
が
、
森
で
数
人
の
騎
士
に
出
会
っ
た
の
を
機
に
騎
士
に
な
り
た
い
と
考
え
、
ア
ー
サ
ー
王
宮
廷
に
向
か
う

場
面
か
ら
始
ま
る
。
宮
廷
に
到
着
し
、
ア
ー
サ
ー
王
の
盃
を
奪
っ
た
「
赤
鎧
の
騎
士
」
を
倒
し
て
そ
の
鎧
を
手
に

入
れ
た
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
、
ゴ
ル
ヌ
マ
ン
・
ド
・
ゴ
オ
ー
ル
の
も
と
で
騎
士
道
を
学
ん
だ
後
、
麗
し
の
ブ
ラ
ン

シ
ュ
フ
ル
ー
ル
を
敵
か
ら
守
る
。

　

母
の
こ
と
を
気
に
か
け
な
が
ら
騎
行
を
続
け
て
い
た
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
、
舟
に
乗
っ
て
川
で
釣
り
を
す
る
人
物

と
出
会
い
、
そ
の
館
で
食
事
を
振
る
舞
わ
れ
る
。
食
事
中
の
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
の
目
の
前
を
、
先
端
か
ら
血
の
滴
る

「
槍
」、
光
り
輝
く
黄
金
製
の
「
グ
ラ
ア
ル
」、
銀
製
の
「
肉
切
台
」
を
運
ぶ
人
々
が
通
過
す
る
。
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
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は
謎
め
い
た
品
々
に
つ
い
て
の
質
問
を
控
え
た
が
、
翌
朝
目
が
覚
め
る
と
館
は
無
人
に
な
っ
て
い
た
。
館
を
離
れ

た
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
道
中
で
出
会
っ
た
従
姉
か
ら
、
先
の
館
で
彼
を
も
て
な
し
た
の
は
漁
夫
王
だ
っ
た
こ
と
を
知

ら
さ
れ
、
質
問
を
控
え
た
こ
と
を
非
難
さ
れ
る
。
漁
夫
王
は
、
あ
る
戦
い
で
怪
我
を
負
っ
て
か
ら
体
の
自
由
が
利

か
な
く
な
り
、
同
時
に
彼
の
王
国
も
荒
廃
し
て
い
た
。
も
し
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
が
「
グ
ラ
ア
ル
」
と
「
槍
」
に
つ
い

て
の
質
問
を
し
て
い
れ
ば
、
漁
夫
王
の
怪
我
が
癒
え
、
王
国
に
繫
栄
が
戻
っ
て
い
た
と
従
姉
か
ら
教
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
間
、
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
の
武
勇
を
聞
い
た
ア
ー
サ
ー
王
は
彼
と
の
再
会
を
望
み
、
一
行
を
引
き
連
れ
て
彼
を

探
し
に
出
て
い
た
。
再
会
後
、
ア
ー
サ
ー
王
の
宮
廷
で
の
祝
宴
に
現
れ
た
醜
い
乙
女
か
ら
、
漁
夫
王
の
館
で
の
振

舞
い
を
詰
ら
れ
た
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
、「
グ
ラ
ア
ル
」
の
探
索
に
向
け
て
出
立
す
る
。
そ
の
後
、
物
語
で
は
ア
ー

サ
ー
王
の
甥
ゴ
ー
ヴ
ァ
ン
の
冒
険
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
未
完
に
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
後
半
部
分
に
、
ペ
ル
ス

ヴ
ァ
ル
の
そ
の
後
が
語
ら
れ
た
約
三
〇
〇
行
の
短
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

以
後
「
グ
ラ
ア
ル
」
の
探
索
に
出
た
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
、
神
を
忘
れ
て
遍
歴
を
重
ね
る
が
、
五
年
目
の
聖
金
曜

日
に
森
の
中
で
偶
然
、
伯
父
に
あ
た
る
隠
者
と
出
会
い
、
一
族
の
秘
密
の
一
端
を
明
か
さ
れ
る
。
伯
父
に
よ
る
と
、

「
グ
ラ
ア
ル
」
で
給
仕
を
受
け
て
い
た
館
の
老
王
と
隠
者
は
兄
弟
で
、
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
の
母
は
隠
者
の
妹
、
漁
夫

王
は
老
王
の
息
子
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
「
グ
ラ
ア
ル
」
と
い
う
皿
で
運
ば
れ
て
い
た
の
は
（
カ
ワ
カ
マ
ス
、
ヤ
ツ

メ
ウ
ナ
ギ
、
鮭
な
ど
の
）
魚
で
は
な
く
ホ
ス
テ
ィ
ア
（
ミ
サ
で
拝
領
す
る
聖
体
の
パ
ン
）
の
み
で
、
霊
的
存
在
で
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あ
る
老
王
は
十
二
年
も
の
間
（
異
本
で
は
十
五
年
、
ま
た
は
二
十
年
）、
ホ
ス
テ
ィ
ア
だ
け
で
生
き
長
ら
え
て
い

る
と
説
明
さ
れ
る
。

　
『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
を
伝
え
る
写
本
は
、
十
五
点
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
研
究
者
の
間
で
最
も
評
価
が

高
い
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
フ
ラ
ン
ス
語
写
本
一
二
五
七
六
番
写
本
（
通
称
Ｔ
写
本
）
は
、
ゴ
ー
ヴ
ァ
ン
の
冒
険

を
語
り
な
が
ら
九
二
三
四
行
で
中
断
し
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
の
情
報
を
も

た
ら
し
て
は
く
れ
な
い
。
今
回
の
ヴ
ァ
ル
テ
ー
ル
氏
の
講
演
で
は
、『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
の
う
ち
ペ
ル
ス
ヴ
ァ

ル
が
登
場
す
る
部
分
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
語
り
の
構
造
に
注
目
し
な
が
ら
、
作
品
に
隠
さ
れ
た
「
民コ

ン
ト話

」
の
解

明
を
試
み
て
い
る
。

　

ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ピ
エ
の
『
聖
杯
の
神
話
』（
天
沢
退
二
郎
訳
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
〇
年
）
が
総
括
し
て
い
る

よ
う
に
、
従
来
の
『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
の
解
釈
で
は
、
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
が
漁
夫
王
の
館
で
目
撃
し
た
「
グ
ラ
ア

ル
」
と
い
う
物
体
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
ヴ
ァ
ル
テ
ー
ル
氏
は
、
作
品
全
体
の
骨
組
み
を
知
る
こ

と
こ
そ
が
作
品
の
真
の
理
解
に
つ
な
が
る
と
説
く
。
こ
の
分
析
を
通
じ
て
、
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
に
母
親
、
ゴ
ル
ヌ
マ

ン
・
ド
・
ゴ
オ
ー
ル
、
伯
父
に
あ
た
る
隠
者
が
順
に
与
え
る
一
連
の
忠
告
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
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ク
レ
テ
ィ
ア
ン
は
物
語
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
、
パ
ト
ロ
ン
に
あ
た
る
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ダ
ル
ザ
ス
か

ら
授
け
ら
れ
た
「
書
物
」
に
記
さ
れ
て
い
る
「
民コ

ン
ト話

」
を
、
韻
文
で
語
っ
て
み
る
と
述
べ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ル
テ
ー

ル
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
民
話
は
国
際
民
話
話
型
Ａ
Ｔ
Ｕ
九
一
〇
Ｂ
「
主
人
の
教
え
を
守
る
」
の
タ
イ
プ
に
属
す
る

も
の
だ
と
い
う
。
講
演
で
は
こ
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
ロ
シ
ア
民
話
「
よ
い
言
葉
」
や
、
中
世
ラ
テ
ン
語
に
よ
る

『
ア
ー
サ
ー
と
ゴ
ル
ラ
ゴ
ン
』
を
比
較
項
と
し
て
挙
げ
、『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
に
隠
さ
れ
た
民
話
の
謎
を
見
事
に

解
明
し
て
い
っ
た
。
ち
な
み
に
国
際
民
話
話
型
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｕ
は
、
世
界
中
の
民
話
の
分
類
に
貢
献

し
た
三
人
の
学
者
ア
ー
ル
ネ
（A

arne

）、
ト
ン
プ
ソ
ン
（T

hom
pson

）、
ウ
タ
ー（U

ther

）
の
頭
文
字
で
あ
る
。

ア
ー
ル
ネ
と
ト
ン
プ
ソ
ン
に
よ
る
国
際
民
話
話
型
カ
タ
ロ
グ
の
増
補
・
改
訂
版
を
二
〇
〇
四
年
に
刊
行
し
た
著
名

な
説
話
研
究
者
が
、
ハ
ン
ス
＝
イ
ェ
ル
ク
・
ウ
タ
ー
氏
で
あ
る
。
な
お
こ
の
カ
タ
ロ
グ
の
加
藤
耕
義
氏
に
よ
る
邦

訳
（『
国
際
昔
話
話
型
カ
タ
ロ
グ　

分
類
と
文
献
目
録
』
小
澤
昔
ば
な
し
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
）
は
、

二
〇
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
第
二
版
を
底
本
と
し
て
い
る
。

　

ヴ
ァ
ル
テ
ー
ル
氏
は
、
一
九
九
九
年
九
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
中
央
大
学
で
の
最
初
の
公
開
講
演
会
で
『
グ
ラ

ア
ル
の
物
語
』
の
漁
夫
王
に
注
目
し
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
が
依
拠
し
た
民
話
の
古
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
で

は
、
漁
夫
王
に
対
応
す
る
人
物
が
「
魚
の
王
様
」
で
あ
り
下
半
身
が
魚
の
姿
か
も
し
れ
ず
、
な
お
か
つ
変
身
能
力

を
備
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
斬
新
な
解
釈
を
提
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
今
回
の
講
演
で
は
、
ロ
シ
ア
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クレティアン・ド・トロワ作『グラアルの物語』に隠された民話

民
話
「
よ
い
言
葉
」
に
出
て
く
る
ゴ
ル

ヴ
ィ
リ
と
い
う
魚
の
分
析
を
傍
証
と
し
、

二
十
四
年
前
の
説
に
自
ら
裏
づ
け
を
行
っ

て
い
る
。

　
『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
の
「
ペ
ル
ス

ヴ
ァ
ル
の
冒
険
」
の
骨
格
が
国
際
民
話
話

型
Ａ
Ｔ
Ｕ
九
一
〇
Ｂ
に
相
当
す
る
こ
と
は
、

ヴ
ァ
ル
テ
ー
ル
氏
に
よ
る
最
新
の
「
発

見
」
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
重
要
な
「
発

見
」
が
二
十
世
紀
末
に
も
あ
っ
た
。
実
は

フ
ラ
ン
ス
・
ド
ー
フ
ィ
ネ
地
方
の
中
心
都

市
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
の
北
東
に
位
置
す
る

テ
ッ
ス
村
の
城
内
壁
画
が
、
ヴ
ァ
ル
テ
ー

ル
氏
の
解
読
作
業
に
よ
り
、「
ペ
ル
ス
ヴ
ァ

ル
の
冒
険
」
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と

騎行中のペルスヴァル
（フランス・イゼール県、
テッス城の「大広間」の壁画より）
Ⓒ P. Avavian, Theys Patrimoine
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が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
十
三
世
紀
後
半
か
ら
十
四
世
紀
前
半
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
の
壁
画

は
、
中
世
期
の
数
多
く
の
写
本
挿
絵
や
一
四
世
紀
前
半
に
パ
リ
で
制
作
さ
れ
た
象
牙
製
の
小
箱
の
表
面
に
描
か
れ

た
図
像
と
並
び
、『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
の
「
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
の
冒
険
」
を
描
い
た
貴
重
な
図
像
資
料
で
あ
る
。

詳
し
く
は
拙
稿
「
テ
ッ
ス
城
（
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ゼ
ー
ル
県
）
の
壁
面
に
描
か
れ
た
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
の
幼
少
年
期
」

（
渡
邉
浩
司
編
著
『
ア
ー
サ
ー
王
伝
説
研
究　

中
世
か
ら
現
代
ま
で
』
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
九
年
、
所
収
）

を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

最
後
に
、
訳
文
に
頻
出
す
る
「
グ
ラ
ア
ル
」
と
「
民
話
」
と
い
う
二
つ
の
言
葉
に
つ
い
て
注
意
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
講
演
で
分
析
対
象
と
な
っ
た
作
品
は
、『
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
ま
た
は
聖
杯
の
物
語
』
と
い
う
邦
題
で
知
ら
れ
て

お
り
、
今
年
一
月
二
十
五
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
天
沢
退
二
郎
氏
に
よ
る
邦
訳
が
あ
る
（『
フ
ラ
ン
ス
中
世
文
学
集

二
』
白
水
社
、
一
九
九
一
年
、
所
収
）。
し
か
し
作
中
に
出
て
く
る
問
題
の
容
器
は
、
キ
リ
ス
ト
の
聖
血
を
含
む

「
聖
杯
」
で
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
中
世
フ
ラ
ン
ス
語
の
原
語
の
ま
ま
「
グ
ラ
ア
ル
」（graal

）
と
し
た
。
ま

た
国
際
民
話
話
型
の
文
脈
で
話
題
に
な
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
「
コ
ン
ト
」（conte

）
は
ド
イ
ツ
語
の
「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
」

（M
ärchen

）
に
相
当
し
、
口
承
文
芸
の
専
門
家
で
あ
れ
ば
「
昔
話
」
と
い
う
訳
語
を
あ
て
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
ヴ
ァ
ル
テ
ー
ル
氏
が
講
演
中
に
「
コ
ン
ト
」
を
英
語
の
「
フ
ォ
ー
ク
テ
イ
ル
」（folktale

）
に
相
当
す
る

と
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
暫
定
的
に
「
民
話
」
と
い
う
訳
語
を
あ
て
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
以
下
の
訳
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文
中
、［　

］
を
挟
ん
で
補
っ
た
注
は
、
訳
者
が
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
講
演
会
に
は
、
中
央
大
学
の
教
員
や
学
生
、
人
文
科
学
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、
ハ
ン
ス
＝
イ
ェ
ル

ク
・
ウ
タ
ー
氏
の
も
と
で
学
ば
れ
た
間
宮
史
子
氏
と
加
藤
耕
義
氏
、
国
際
ア
ー
サ
ー
王
学
会
日
本
支
部
お
よ
び
日

本
ケ
ル
ト
学
会
の
会
員
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。
ロ
シ
ア
民
話
「
よ
い
言
葉
」
に
出
て
く
る
ゴ
ル
ヴ
ィ
リ
と

い
う
魚
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
て
下
さ
っ
た
中
堀
正
洋
氏
と
伊
賀
上
菜
穂
氏
、
中
世
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
に
つ
い
て
ご

教
示
下
さ
っ
た
森
野
聡
子
氏
に
は
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
さ
ら
に
は
「
日
仏
学
者
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
枠
内
で
ヴ
ァ
ル
テ
ー
ル
氏
の
来
日
を
実
現
し
て
下
さ
っ
た
公
益
財
団
日
仏
会
館
の
皆
さ
ま
、
講
演
会
の
準
備
に

ご
協
力
下
さ
っ
た
中
央
大
学
の
研
究
所
合
同
事
務
室
と
国
際
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ま
に
も
、
こ
の
場
を
借
り
て
深
甚

な
る
謝
意
を
捧
げ
た
い
。

「
幻
想
的
存
在
の
東
西
」
研
究
チ
ー
ム
主
査

渡
邉
浩
司
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は
じ
め
に

　
『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』（Conte du Graal

）
の
謎
を
解
く
鍵
は
、「
グ
ラ
ア
ル
」（graal

）
と
い
う
物
体
そ
の

も
の
（
さ
ら
に
は
、
き
ち
ん
と
判
明
し
て
い
る
そ
の
性
質
や
起
源
）
で
は
な
く
、「
グ
ラ
ア
ル
」
が
登
場
す
る
場

面
の
「
前
」
と
「
後
」、
ま
さ
し
く
「
グ
ラ
ア
ル
」
が
一
切
出
て
こ
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
群
全
体
に
あ
る
。
こ
う
し

た
立
場
を
取
る
と
、「
グ
ラ
ア
ル
」
の
登
場
す
る
約
三
〇
行
か
ら
九
二
三
四
行
を
数
え
る
物
語
全
体
を
説
明
し
よ

う
と
す
る
数
多
く
の
研
究
と
は
逆
の
方
向
に
進
む
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
（
十
分
な
根
拠
の
な
い
）
こ
れ
ま
で
の

数
多
く
の
研
究
こ
そ
、
必
ず
解
釈
の
失
敗
に
至
る
道
筋
だ
と
言
え
よ
う
。

　

新
た
な
解
釈
を
提
案
す
る
に
あ
た
り
、
批
評
の
方
針
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
「
グ
ラ
ア

ル
」
を
作
品
の
中
心
と
み
な
す
の
で
は
な
く
、
物
語
論
（
語
り
の
技
術
と
構
造
に
つ
い
て
の
研
究
）
に
立
ち
戻
っ

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
作
品
全
体
に
目
を
向
け
、『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
の
（
冒
頭
か
ら
結
末
ま
で

の
）「
語
り
の
内
部
構
造
」
を
再
検
討
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
グ
ラ
ア
ル
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
も
っ

と
大
き
な
語
り
の
枠
組
み
と
「
グ
ラ
ア
ル
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
包
み
こ
む
「
民コ

ン
ト話

」
の
構
造
の
中
に
置
き
直
す
こ

と
に
他
な
ら
な
い
。
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
が
自
分
の
作
品
を
「
民コ

ン
ト話

」
と
呼
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
考
古
学
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
と
思
う
。

注
１
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クレティアン・ド・トロワ作『グラアルの物語』に隠された民話

そ
れ
は
つ
ま
り
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
の
作
品
（
お
よ
び
そ
の
典
拠
）
の
背
後
に
隠
さ
れ
た
、「
グ
ラ

ア
ル
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
他
の
す
べ
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
含
む
「
民コ

ン
ト話

」
を
突
き
止
め
る
試
み
で
あ
る
。（
作
品

全
体
に
）
隠
さ
れ
て
い
る
形
式
上
の
構
造
、
す
な
わ
ち
（「
グ
ラ
ア
ル
」
と
い
う
物
体
を
含
む
）『
グ
ラ
ア
ル
の
物

語
』
と
い
う
作
品
全
体
4

4

を
作
り
あ
げ
て
い
る
鋳
型
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
・
史
的
お
よ
び
文
献
学
的
観
点
か
ら
明
確
な
こ
と

　
（
一
）「
グ
ラ
ア
ル
」
は
皿
で
あ
る
。
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
は
（
一
一
七
九
年
か
ら
一
一
八
一
年
に
か

け
て
著
し
た
）『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
の
中
で
、「
グ
ラ
ア
ル
」
を
「
ホ
ス
テ
ィ
ア 

［
ミ
サ
で
拝
領
す
る
聖
体
の
パ

ン
］ 

が
入
れ
ら
れ
て
い
る
皿
」
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
「
グ
ラ
ア
ル
」
を
「
血
の
滴
る
槍
」
お
よ
び
「
肉
切

台
（
タ
イ
ヨ
ワ
ー
ル
）」
と
関
連
づ
け
、「
グ
ラ
ア
ル
」
に
歴
史
上
初
め
て
特
別
な
役
割
を
与
え
た
の
が
、
他
の
誰

で
も
な
い
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
グ
ラ
ア
ル
」
は
き
ち
ん
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、「
グ
ラ
ア
ル
」

の
「
謎
」
は
存
在
し
な
い
。

　
（
二
）『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
は
「
民コ

ン
ト話

」
で
あ
る
。「
グ
ラ
ア
ル
」
に
つ
い
て
の
「
民コ

ン
ト話

」
を
韻
文
で
書
き
直

し
た
と
い
う
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
の
主
張
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
物
語
の
も
と
に
な
っ
た
民
話
は
、
フ
ラ

注
２
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ン
ド
ル
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ダ
ル
ザ
ス
が
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
に
委
ね
た
（
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
）「
書
物
」
の
中
に
記
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
に
よ
っ
て
考
え
出
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

ク
レ
テ
ィ
ア
ン
以
前
に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
が
そ
れ
を
「
民コ

ン
ト話

」
と
呼
ん
だ
の
で

あ
る
。

　

ク
レ
テ
ィ
ア
ン
以
前
に
「
聖
な
る
グ
ラ
ア
ル
（
＝
聖
杯
）」
に
つ
い
て
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
伝
承
が
存
在
し
、

そ
れ
が
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
に
着
想
を
与
え
た
と
い
う
仮
説
が
（
一
度
も
立
証
さ
れ
る
こ
と
な
く
）
か
つ
て
広
ま
っ
て

い
た
が
、
今
で
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
簡
潔
に
言
う
な
ら
「『
グ
ラ
ア
ル
』
―
言
う
ま
で
も
な
く
グ
ラ
ア
ル
全
般

の
こ
と
―
と
は
、
キ
リ
ス
ト
の
血
を
受
け
た
盃
で
あ
る
」
と
い
う
仮
説
が
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
広
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
こ
の
「
仮
説
」
は
、『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
（
こ
の
説
が
当
て
は
ま
る
の
は
、
ク

レ
テ
ィ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
以
降
の
十
三
世
紀
に
書
き
継
が
れ
た
い
く
つ
か
の
作
品
群
で
あ
る
）。
そ
も
そ
も

「
グ
ラ
ア
ル
」
＝
「
聖
盃
」
と
い
う
仮
説
は
十
九
世
紀
に
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
長
き
に
わ
た
っ
て
批
判
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
を
広
め
た
中
世
文
学
研
究
者
ポ
ー
ラ
ン
・
パ
リ
ス 

［
一
八
〇
〇
～
一
八
八
一

年
］  

は
、
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ボ
ロ
ン
が
「
グ
ラ
ア
ル
」
の
物
語
を
最
初
に
書
い
た
と
信
じ
て
い
た
（
し
か
し
最

初
の
「
グ
ラ
ア
ル
」
の
物
語
に
実
際
に
出
て
く
る
の
は
皿
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
の
血
を
受
け
た
盃
で
は
な
い
）。
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ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ボ
ロ
ン
が
「
グ
ラ
ア
ル
」
の
由
来
を
著
し
た
の
は
一
二
〇
〇
年
頃
（
つ
ま
り
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・

ド
・
ト
ロ
ワ
か
ら
二
十
年
後
）
で
あ
り
、
作
品
の
タ
イ
ト
ル
は
『
グ
ラ
ア
ル
由
来
の
物
語
』
だ
っ
た 

［
邦
訳
は
、

横
山
安
由
美
訳
『
聖
杯
由
来
の
物
語
』（
松
原
秀
一
・
天
沢
退
二
郎
・
原
野
昇
編
訳
『
フ
ラ
ン
ス
中
世
文
学
名
作

選
』（
白
水
社
、
二
〇
一
三
年
）
所
収
］。
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ボ
ロ
ン
は
こ
の
作
品
の
中
で
、「
グ
ラ
ア
ル
」
の
来

歴
は
キ
リ
ス
ト
の
時
代
ま
で
遡
り
、（
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
が
言
及
し
た
）「
グ
ラ
ア
ル
」
は
、
キ
リ
ス

ト
が
地
上
で
の
最
後
の
晩
餐
で
使
っ
た
皿
と
同
じ
も
の
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
の
時
代
に
「
グ

ラ
ア
ル
」
と
い
う
言
葉
が
な
か
っ
た
（
ギ
リ
シ
ア
語
、
ラ
テ
ン
語
、
ア
ラ
ム
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
な
ど
、
ど
の
言
語

に
も
見
つ
か
ら
な
い
）
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
系
譜
を
考
え
出
し
た
の
は
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ボ
ロ
ン
な
の
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
起
源
説
と
と
も
に
、「
ケ
ル
ト
」
起
源
説
も
否
定
が
可
能
で
あ
る
。（
ロ
ジ
ャ
ー
＝
シ
ャ
ー

マ
ン
・
ル
ー
ミ
ス 

［
一
八
八
七
～
一
九
一
六
年
］ 

の
よ
う
な
）
ア
ー
サ
ー
王
物
語
の
専
門
家
の
他
に
も
、（
ジ
ャ

ン
・
マ
ル
カ
ル 

［
本
名
ジ
ャ
ッ
ク
・
ベ
ル
ト
ラ
ン
、
一
九
二
八
～
二
〇
〇
八
年
］ 

の
よ
う
な
）
一
般
向
け
の
本
を

数
多
く
手
掛
け
て
き
た
批
評
家
が
提
唱
し
た
「
オ
ベ
リ
ク
ス
」
説
に
よ
る
と
、（ 

［
漫
画
『
ア
ス
テ
リ
ク
ス
の
冒

険
』
に
出
て
く
る
］ 

オ
ベ
リ
ク
ス
が
持
っ
て
い
る
魔
法
の
大
釜
の
よ
う
な
）
魔
法
の
物
体
を
中
心
に
展
開
す
る

「
ケ
ル
ト
神
話
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
「
グ
ラ
ア
ル
」
の
神
話
が
説
明
で
き
る
の
だ
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
仮

注
３
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説
に
は
ま
っ
た
く
根
拠
が
な
い
。
紀
元
前
五
～
六
世
紀
頃
の
物
体
が
、
そ
の
十
八
世
紀
後
の
中
世
の
時
代
に
な
っ

て
突
如
、
物
語
作
家
た
ち
の
想
像
力
の
中
に
再
び
姿
を
見
せ
た
経
緯
を
、
何
一
つ
説
明
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
文
献
を
介
し
、
ど
の
よ
う
な
伝
達
手
段
で
伝
わ
っ
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
？

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
の
作
品
に
立
ち
戻
り
、
そ
の
構
造
を
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

二
・『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
の
形
態
学

　

主
人
公
の
少
年
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
、
母
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
森
で
騎
士
た
ち
に
出
会
う
。
そ
こ
で
自
分
も

騎
士
に
な
り
た
い
と
思
い
、
家
を
離
れ
る
こ
と
に
す
る
。
母
は
取
り
急
ぎ
息
子
に
、
助
け
を
必
要
と
す
る
女
性
、

立
派
な
人
々
、
神
に
つ
い
て
の
忠
告
を
与
え
る
（
第
一
シ
リ
ー
ズ
の
忠
告
）。
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
そ
の
後
に
続
く

冒
険
で
、
母
の
忠
告
を
う
ま
く
い
か
せ
ず
、
滑
稽
で
ば
か
正
直
な
姿
を
さ
ら
け
出
し
て
し
ま
う
。

　

旅
の
途
中
で
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
偶
然
、
智
勇
す
ぐ
れ
た
騎
士
（
ゴ
ル
ヌ
マ
ン
・
ド
・
ゴ
オ
ー
ル
）
の
も
と
に
立

ち
寄
る
。
ゴ
ル
ヌ
マ
ン
は
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
に
武
具
の
使
い
方
を
教
え
よ
う
と
し
た
が
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
騎
手
お

よ
び
戦
士
と
し
て
の
素
養
が
あ
っ
た
た
め
そ
の
必
要
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ゴ
ル
ヌ
マ
ン
は
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
を
騎

士
に
叙
任
す
る
こ
と
に
決
め
る
。
同
時
に
、
逆
境
に
あ
る
女
性
を
助
け
、
教
会
へ
行
っ
て
神
に
祈
り
を
捧
げ
、
喋

注
４

注
５
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り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
一
連
の
忠
告
を
与
え
た
（
第
二
シ
リ
ー
ズ
の
忠
告
）。

　

ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
、
敵
に
攻
囲
さ
れ
て
い
た
姫
君 

［
ブ
ラ
ン
シ
ュ
フ
ル
ー
ル
］ 

を
助
け
る
。（
姫
君
は
結
婚
を

望
ん
で
い
た
が
）
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
そ
の
ま
ま
、「
そ
れ
以
上
」
の
こ
と
を
せ
ず
に
出
立
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、

漁
夫
王
の
館
に
到
着
し
た
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
、
王
か
ら
食
事
に
招
か
れ
る
。
食
事
中
、
驚
く
べ
き
場
面
に
遭
遇
し
、

目
の
前
を
光
輝
く
「
グ
ラ
ア
ル
（
皿
）」
と
血
の
滴
る
「
槍
」
が
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
が
、
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
口

を
閉
ざ
し
た
ま
ま
だ
っ
た
。
翌
日
、
城
を
離
れ
た
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
従
姉
の
女
性
に
出
会
い
、「
グ
ラ
ア
ル
」
と

「
槍
」
を
見
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
沈
黙
し
て
い
た
こ
と
を
咎
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
の
母
が
亡

く
な
っ
た
こ
と
、［「
グ
ラ
ア
ル
」
と
「
槍
」
に
つ
い
て
質
問
し
な
か
っ
た
た
め
］ 

漁
夫
王
の
怪
我
を
治
す
機
会
を

逸
し
た
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
従
姉
か
ら
名
前
を
尋
ね
ら
れ
た
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
、［
そ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
］ 

自
分
の
名
前
を
言
い
当
て
る
。
そ
の
後
、［「
グ
ラ
ア
ル
」
を
探
す
旅
に
出
て
］ 

記
憶
を
失
っ
た
ま
ま
さ
ま
よ

い
続
け
た
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
、
あ
る
日
の
こ
と
、
伯
父
の
隠
者
が
住
む
庵
に
偶
然
た
ど
り
着
く
。
そ
れ
は
復
活
祭

の
二
日
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
そ
こ
で
伯
父
か
ら
最
後
の
忠
告
を
与
え
ら
れ
、
つ
い
に
は
キ
リ
ス

ト
教
徒
に
な
る
（
第
三
シ
リ
ー
ズ
の
忠
告
）。
物
語
の
後
半
で
は
ゴ
ー
ヴ
ァ
ン
の
冒
険
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、

ゴ
ー
ヴ
ァ
ン
は
決
し
て
神
に
祈
り
を
捧
げ
な
い
な
ど
、
隠
者
が
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
に
授
け
た
忠
告
に
反
す
る
振
舞
い

ば
か
り
す
る
。
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「
作
品
の
構
造
に
つ
い
て
の
結
論
」　
『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
と
い
う
作
品
の
中
心
に
あ
る
の
は
、「
グ
ラ
ア
ル
」

で
は
な
く
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
へ
の
忠
告
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
作
品
の
構
造
を
示
す
唯
一
の
真
の
鍵
で
あ
る
。
作
品

の
タ
イ
ト
ル
は
『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
物
語
全
体
が
「
グ
ラ
ア
ル
」
を
中
心
に
展
開
し

て
い
た
り
、
物
語
全
体
が
「
グ
ラ
ア
ル
」
自
体
か
ら
派
生
し
て
い
た
り
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

物
語
に
出
て
く
る
三
つ
の
シ
リ
ー
ズ
の
忠
告
は
こ
れ
ま
で
、
あ
ま
り
に
も
長
き
に
わ
た
り
物
語
に
と
っ
て
副
次

的
で
取
る
に
足
り
な
い
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
教
訓
を
与
え
る
と
い
う
口
実
で
ス
ト
ー
リ
ー
に
追
加
さ
れ

た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
間
違
っ
て
い
る
。
実
際
に
は
、
一
連
の
忠
告
こ
そ
が
物
語
の

真
の
中
心
で
、
語
り
を
進
め
る
た
め
の
「
動
力
」
な
の
で
あ
る
。
一
連
の
忠
告
を
、
そ
れ
に
対
応
す
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
群
か
ら
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
一
連
の
忠
告
が
次
に
く
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
群
を
予
告
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
）。
し
た
が
っ
て
一
連
の
忠
告
を
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
群
自
体
の
分
析
か
ら
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

一
連
の
忠
告
は
作
品
の
周
辺
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
物
語
の
本
質
そ
の
も
の
で
あ
り
、
唯
一
の
存
在
理

由
で
あ
る
。
一
連
の
忠
告
を
な
お
ざ
り
に
す
れ
ば
、『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
は
土
台
の
な
い
建
物
に
す
ぎ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

注
６
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三
・
作
業
仮
説
を
立
て
て
み
る

　
『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
は
ま
さ
し
く
「
民コ

ン
ト話

」
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ダ
ル
ザ
ス
か
ら
授
け

ら
れ
た
「
書
物
」
に
記
さ
れ
た
「
民コ

ン
ト話

」
を
「
韻
文
で
語
っ
て
み
る
」
と
い
う
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
の 

［
プ
ロ
ロ
ー

グ
で
の
］ 
主
張
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
は
そ
の
書
物
か
ら
単
に
「
グ
ラ
ア
ル
」
と
い
う

言
葉
だ
け
で
な
く
、
皿
（
グ
ラ
ア
ル
）
と
そ
の
他
の
品
々
の
ほ
か
、
一
連
の
忠
告
が
出
て
く
る
物
語
全
体
も
受
け

継
い
で
い
る
。
し
か
も
一
連
の
忠
告
は
、「
グ
ラ
ア
ル
」
を
含
む
品
々
や
、
主
人
公
が
経
験
す
る
他
の
状
況
と
関

連
し
て
い
る
。
ま
た
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
が
書
物
を
授
け
ら
れ
た
と
告
白
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
が

こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

作
品
の
構
造
の
鍵
が
一
連
の
忠
告
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
な
問
い
を
立
て
て
み
よ
う
。（『
グ
ラ
ア
ル
の

物
語
』
の
よ
う
に
）
主
人
公
に
与
え
ら
れ
る
一
連
の
忠
告
が
物
語
の
構
造
を
作
り
、
さ
ら
に
物
語
の
あ
る
時
点
で

奇
妙
な
出
来
事
が
起
き
る
不
思
議
な
住
ま
い
（「
異
界
」）
が
舞
台
と
な
る
よ
う
な
民
話
は
果
た
し
て
存
在
す
る
の

だ
ろ
う
か
？　

一
連
の
忠
告
が
物
語
の
骨
格
を
な
す
よ
う
な
民
話
は
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
？　

こ
う
し
た
民
話

は
実
在
し
て
お
り
、
国
際
民
話
話
型
カ
タ
ロ
グ
の
九
一
〇
Ｂ
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
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国
際
民
話
話
型
九
一
〇
Ｂ
（
Ａ
Ｔ
Ｕ
）「
主
人
の
教
え
を
守
る
」

　

家
族
を
養
え
な
く
な
っ
た
貧
し
い
男
が
、
金
持
ち
の
農
夫
に
一
年
間
一
定
額
の
お
金
で
雇
わ
れ
る
。
奉
公
が
終

了
し
た
あ
と
、
農
夫
は
約
束
し
た
賃
金
を
も
ら
う
か
、
そ
れ
と
も
い
い
教
え
を
も
ら
う
か
を
貧
し
い
男
に
選
ば
せ

る
。
男
は
教
え
を
選
ぶ
。

　
「
い
つ
も
本
道
を
行
け
」

　
「
他
人
事
に
干
渉
す
る
な
」

　
「
怒
る
の
は
常
に
次
の
日
に
延
期
せ
よ
」

こ
れ
ら
が
、
よ
く
あ
る
三
つ
の
教
え
で
あ
る
。
家
に
戻
る
途
中
、

　
（
一
）
道
の
分
か
れ
目
で
、
貧
し
い
男
は
農
夫
の
忠
告
に
従
い
、
新
し
い
近
道
で
は
な
く
古
い
本
道
を
行
く
。

彼
は
、
新
し
い
道
で
泥
棒
た
ち
が
待
ち
伏
せ
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
知
る
。

　
（
二
）
夕
暮
れ
時
に
な
り
、
貧
し
い
男
は
あ
る
家
に
着
き
、
そ
こ
で
夜
を
過
ご
す
。
そ
こ
で
貧
し
い
男
は
奇
妙

な
出
来
事
を
見
る
が
、
何
も
し
な
い
。
貧
し
い
男
が
出
発
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
家
の
主
人
が
貧
し
い
男
を
呼

び
戻
し
、
貧
し
い
男
の
分
別
に
対
し
大
金
を
褒
美
と
し
て
く
れ
る
。

　
（
三
）
最
後
に
貧
し
い
男
が
家
の
前
に
着
く
と
、
窓
か
ら
見
知
ら
ぬ
男
が
妻
に
キ
ス
を
し
て
い
る
の
が
見
え
る
。

貧
し
い
男
は
そ
の
男
を
殺
し
た
い
と
考
え
る
が
、
幸
い
に
も
す
ぐ
怒
り
を
先
延
ば
し
に
す
る
。
そ
の
見
知
ら
ぬ
男

注
７
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は
、
成
長
し
た
自
分
の
息
子
で
あ
っ
た
。

　

 

貧
し
い
男
は
、
無
事
に
家
族
と
ま
た
一
緒
に
な
る
こ
と
が
で
き
て

喜
ぶ
。

　

以
上
が
国
際
民
話
話
型
九
一
〇
Ｂ
型
の
お
お
よ
そ
の
筋
書
き
で
あ

り
、
世
界
中
に
多
く
の
類
話
が
あ
る
（
あ
る
比
較
研
究
は
、
五
十
五

か
国
で
集
め
た
二
六
八
以
上
の
類
話
を
検
討
し
て
い
る
）。
主
人
公

に
与
え
ら
れ
る
忠
告
の
内
容
は
類
話
ご
と
に
（
細
部
が
）
違
う
が
、

（
与
え
ら
れ
、
そ
れ
が
個
々
に
物
語
化
さ
れ
て
い
く
と
い
う
）
忠
告

の
構
造
全
般
は
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
の
形
式
上
の
構
造
は
、「
先プ

ロ
レ
プ
ス

説
法
」
の
手
法
に
よ
っ
て
定
義
が

可
能
で
あ
る
。
修
辞
学
に
由
来
す
る
こ
の
用
語
を
提
案
し
た
ジ
ェ

ラ
ー
ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト 

［
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
理
論
家
、
一
九
三
〇
年

～
二
〇
一
八
年
］ 

に
よ
る
と
、「
先
説
法
」
は
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
触
れ
る
語
り
の
手
法
で
あ
り
、「（
ス
ト
ー
リ
ー

注
８
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が
語
ら
れ
て
い
る
時
点
で
）
後
の
出
来
事
を
あ
ら
か
じ
め
語
っ
た
り
喚
起
し
た
り
す
る
語
り
の
手
法
」
で
あ
る
。

初
め
に
（
あ
れ
や
こ
れ
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
っ
た
）
抽
象
的
な
忠
告
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
順
に
主
人
公

が
守
る
べ
き
そ
れ
ぞ
れ
の
忠
告
を
例
証
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
て
い
く
。
一
連
の
忠
告
は
こ
の
よ
う
に
、
後

に
展
開
す
る
物
語
の
枠
組
み
（
概
要
）
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
し
て
忠
告
を
物
語
化
し
た
個
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、

与
え
ら
れ
た
忠
告
の
妥
当
性
を
証
明
し
て
い
る
（
な
ぜ
な
ら
主
人
公
は
忠
告
を
い
か
し
た
り
、
い
か
せ
な
か
っ
た

り
す
る
か
ら
で
あ
る
）。
そ
の
後
、
一
連
の
忠
告
が
個
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
っ
て
順
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
の

民
話
は
幕
と
な
る
。
言
語
学
的
に
見
れ
ば
、
こ
の
タ
イ
プ
の
民
話
は
物
語
の
連
辞
軸
上
に
一
連
の
忠
告
の
範
列
軸

を
映
し
出
し
た
も
の
だ
と
定
義
で
き
る
だ
ろ
う
（
図
１
）。

四
・「
グ
ラ
ア
ル
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、一連
の
忠
告
が
作
って
い
る
語
り
の
構
造
の
中
に
置
き
直
し
て
み
る

　

ま
ず
は 

第
二
シ
リ
ー
ズ
の
忠
告
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
ゴ
ル
ヌ
マ
ン
は
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
に
喋
り
す
ぎ
な
い

よ
う
忠
告
し
て
い
る
た
め
、「
決
し
て
喋
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
忠
告
さ
れ
る
九
一
〇
Ｂ
型
の
一
般
的
な
図
式
と
は
、

わ
ず
か
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
（［
ス
テ
ィ
ス
・
ト
ン
プ
ソ
ン
『
民
間
文
芸
の
モ
テ
ィ
ー
フ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
』

に
よ
る
と
］ 

モ
テ
ィ
ー
フ
Ｊ
二
一
・
六　
「
不
思
議
な
事
柄
に
つ
い
て
質
問
し
て
は
い
け
な
い
」）。
こ
の
よ
う
に
、

注
９
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ク
レ
テ
ィ
ア
ン
は
伝
統
に
対
し
て
わ
ず
か
に
距
離
を
置
い
て
い
る
が
、
物
語
の
語
り
手
は
与
え
ら
れ
た
忠
告
を
ペ

ル
ス
ヴ
ァ
ル
が
守
っ
て
い
な
い
と
三
度
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
全
体
を
形

づ
く
っ
て
い
る
、
守
る
べ
き
忠
告
と
い
う
不
変
の
図
式
で
あ
る
。

　
「『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
の
文
脈
」　

ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
旅
の
途
中
で
川
の
ほ
と
り
に
た
ど
り
着
き
、
川
を
渡
ろ

う
と
す
る
が
橋
も
浅
瀬
も
見
つ
か
ら
ず
に
い
た
。
そ
の
時
、
舟
に
乗
っ
て
魚
釣
り
を
す
る
男
性
の
姿
を
見
か
け
る

（
魚
の
重
要
性
に
注
意
し
よ
う
）。
こ
の
男
性
は
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
に
食
事
と
宿
泊
場
所
の
提
供
を
申
し
出
る
。
や
が

て
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
そ
の
男
性
の
足
が
不
自
由
で
、
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
そ
の
男
性
の
館

で
の
食
事
中
に
、
不
思
議
な
出
来
事
が
起
こ
り
、「
グ
ラ
ア
ル
（
皿
）」
か
ら
ま
ば
ゆ
い
光
が
発
せ
ら
れ
、「
槍
」

の
先
か
ら
血
が
滴
る
。
こ
の
場
面
に
登
場
す
る
品
々
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
べ
き
な
の
は
、「
グ
ラ
ア
ル
」、「
肉

切
台
（
タ
イ
ヨ
ワ
ー
ル
）」、「
槍
」
が
そ
れ
ぞ
れ
金
、
銀
、
鉄
で
で
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
グ
ラ
ア
ル
」
は
黄
金
製
で
あ
る
。

　
　
　

 「
前
を
行
く
グ
ラ
ア
ル
は
、
純
粋
な
黄
金
で
で
き
て
い
た
」（Li graax qui aloit devant, / D

e fin or 
esm

éré estoit 

）（
第
三
二
三
二
～
第
三
二
三
三
行
）

　
「
肉
切
台
」
は
銀
製
で
あ
る 

。

　
　
　

 「
銀
の
肉
切
台
（un tailleor dʼargent, 

）（
第
三
二
三
一
行
）

注
10
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白
い
「
槍
」
の
穂
先
は
白
い
鉄
製
で
あ
る
。

　
　
　

 「
白
い
槍
、
白
い
鉄
の
穂
尖
を
見
、
一
滴
の
血
が
槍
の
先
端
の
刃
尖
か
ら
出
て
き
て
」 （La lance 

blanche et le fer blanc. / Sʼissoit une gote de sanc / D
el fer de la lance au som

et, 

）（
第

三
一
九
七
～
三
一
九
九
行
） 

ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
（
喋
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
と
い
う
）
師
匠
の
忠
告
を
守
っ
て
口
を
閉
ざ
し
、
食
後
に
寝
床
へ
向

か
う
。
翌
日
に
な
っ
て
質
問
を
し
よ
う
と
し
た
が
、
も
は
や
人
影
一
つ
見
当
た
ら
ず
（
人
々
も
品
々
も
）
す
べ
て

消
え
去
っ
て
い
た
。

　

一
連
の
忠
告
が
出
て
く
る
他
の
民
話
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
場
合
、
こ
の
「
グ
ラ
ア
ル
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ど
の

よ
う
に
解
釈
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

そ
の
た
め
に
は
、
世
界
中
の
類
話
と
の
比
較
が
必
要
で
あ
る
。
関
連
し
あ
う
よ
く
似
た
モ
テ
ィ
ー
フ
の
束
が
で

き
る
だ
け
多
く
出
て
く
る
「
一
連
の
忠
告
を
含
む
民
話
」
を
、（
何
と
か
し
て
）
探
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
そ
の
民
話
に
以
下
の
一
連
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

 

い
く
つ
か
の
忠
告
を
も
ら
っ
た
主
人
公
が
、
水
域
に
た
ど
り
着
く
。
か
な
り
変
わ
っ
た
人
物
が
主
人
公
を

自
分
の
住
む
場
所
に
招
く
。
そ
の
場
所
は
明
ら
か
に
「
異
界
」
で
あ
る
。
主
人
公
が
（
金
属
と
関
連
の
あ
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る
）
品
々
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
る
（
あ
る
い
は
主
人
公
が
質
問
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）。
そ
の
返
答

に
応
じ
て
、
主
人
公
は
報
わ
れ
た
り
、
罰
せ
ら
れ
た
り
す
る
。

五
・
国
際
民
話
話
型
Ａ
Ｔ
Ｕ
に
よ
る
比
較
の
方
法

　

あ
る
研
究
で
、
九
一
〇
Ｂ
型
に
属
す
る
二
六
八
の
類
話
の
国
際
比
較
が
詳
細
に
行
わ
れ
て
い
る 

。
類
話
の
そ

れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
千
年
以
上
の
来
歴
を
持
つ
こ
と
が
多
く
（
九
一
〇
Ｂ
型
の
民
話
の
う
ち
、
書
き
留
め
ら

れ
た
最
古
の
版
は
一
〇
七
〇
年
の
ラ
テ
ン
語
版
で
あ
る
）、
類
話
は
各
地
に
伝
播
す
る
際
（
地
域
、
言
語
、
時
代

ご
と
に
）
次
々
と
翻
案
さ
れ
て
形
を
変
え
て
い
る
が
、
構
造
上
そ
れ
と
見
て
分
か
る
不
変
の
要
素
が
い
く
つ
か
残

さ
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
先
説
法
は
、
九
一
〇
Ｂ
型
の
構
造
か
ら
見
て
不
変
の
要
素
の
一
つ
で
あ
る
）。
こ
れ
ら

の
類
話
の
う
ち
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
の
作
品
に
直
接
由
来
す
る
も
の
は
一
つ
も
な
い
。
そ
う
考
え
る
に
は
あ
ま
り
に

も
違
い
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
同
時
に
、
類
話
に
『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
と
の
類
似
が
か
な
り
多

く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
類
似
が
単
な
る
偶
然
の
産
物
だ
と
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
も
と
に

な
る
版
は
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
来
歴
は
実
に
古
い
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
話
に
『
グ

ラ
ア
ル
の
物
語
』
が
依
拠
し
た
古
い
典
拠
の
一
部
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
類
話
の
そ
れ
ぞ
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れ
に
含
ま
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
一
連
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
を
理
解
す
る
た
め
に
役
立

ち
、『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
に
見
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
モ
テ
ィ
ー
フ
の
体
系
的
（
組
織
的
）
な
構
造
を
明
ら
か
に

し
て
く
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
で
き
る
限
り
し
っ
か
り
と
し
た
構
造
を
持
ち
、
文
脈
の
中
で

で
き
る
限
り
相
互
に
関
連
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

　

ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
エ
フ 

［
ロ
シ
ア
の
民
俗
学
者
、
一
八
二
六
～
一
八
七
一
年
］ 

が
集
め
た
ロ
シ
ア
民
話
の
中
に
、

九
一
〇
Ｂ
型
の
類
話
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
骨
組
み
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
（
一
）　

若
者
が
複
数
の
忠
告
を
も
ら
い
、

　
（
二
）　

海
へ
と
旅
立
ち
、

　
（
三
）　

不
思
議
な
体
を
し
た
存
在
（
魚
）
に
招
か
れ
る
。（
そ
の
存
在
が
住
む
海
底
の
）
住
ま
い
で
、
若
者
は
、

　
（
四
）　

ま
さ
し
く
金
属
に
関
す
る
質
問
を
さ
れ
る
（『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
の
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
、
金
属
製
の

品
々
に
つ
い
て
質
問
を
す
る
よ
う
促
さ
れ
る
）

　
（
五
）　

若
者
に
は
そ
の
後
、
驚
く
べ
き
宝
が
授
け
ら
れ
る
（
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
最
初
こ
う
し
た
幸
運
を
逃
し
て

し
ま
う
が
、
隠
者
か
ら
第
三
シ
リ
ー
ズ
の
忠
告
を
受
け
取
っ
て
そ
れ
を
守
る
こ
と
で
、
何
に
も
か
え
が
た
い
褒
美

と
し
て
隠
者
か
ら
秘
密
の
神
名
を
教
え
て
も
ら
う
）。
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ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
エ
フ
の
ロ
シ
ア
民
話
「
よ
い
言
葉
」

　

商
人
だ
っ
た
父
が
亡
く
な
り
（
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
の
父
も
、
戦
争
で
負
っ
た
怪
我
の
せ
い
で
亡
く
な
っ
て
い
る
）、

あ
と
に
残
さ
れ
た
イ
ワ
ン
と
い
う
名
の
息
子
は
、
仕
事
を
探
す
た
め
に
家
を
出
る
（
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
騎
士
に
な

る
た
め
、
母
の
も
と
を
離
れ
る
）。

　
［
あ
る
商
人
の
娘
と
結
婚
し
た
］ 

イ
ワ
ン
は
、
妻
が
刺
繍
し
た
絨
毯
を
二
つ
売
っ
て
、［
客
の
老
人
か
ら
お
金
の

代
わ
り
に
］  
二
つ
の
忠
告
を
順
に
も
ら
う
。
一
つ
目
は
「
死
を
恐
れ
る
な
」、
二
つ
目
は
「
首
斬
る
前
に
起
こ
し

て
た
ず
ね
ろ
」
だ
っ
た
。
二
つ
の
忠
告
を
も
ら
っ
た
イ
ワ
ン
は
、
商
売
の
た
め
に
海
へ
向
か
う
叔
父
た
ち
と
一
緒

に
出
か
け
る
。

　

海
上
を
進
ん
で
い
た
時
、
突
然
水
の
中
か
ら
ゴ
ル
ブ
ィ
リ
と
い
う
名
の
魚
が
現
れ
る
。
魚
は
イ
ワ
ン
の
叔
父
た

ち
に
、
裁
き
の
女
神
の
悩
み
事
を
解
決
し
て
く
れ
る
ロ
シ
ア
人
を
連
れ
て
く
る
よ
う
に
頼
む
。
そ
し
て
用
が
済
め

ば
、
そ
の
人
を
き
っ
と
送
り
返
す
と
言
う
。

　

叔
父
た
ち
か
ら
頼
ま
れ
た
イ
ワ
ン
は
、
老
人
か
ら
も
ら
っ
た
「
死
を
恐
れ
る
な
」
と
い
う
一
つ
目
の
忠
告
を
思

い
出
す
。
そ
こ
で
イ
ワ
ン
は
ゴ
ル
ブ
ィ
リ
と
と
も
に
海
の
中
へ
入
り
、
海
底
に
た
ど
り
着
く
。
そ
こ
に
い
た
裁
き

の
女
神
は
、
金
と
銀
と
銅
の
う
ち
一
番
大
切
な
も
の
は
何
か
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
謎
を
解
決
し
て
く
れ
た
ら
褒

美
を
あ
げ
よ
う
と
、
女
神
は
イ
ワ
ン
に
言
う
。

注
11
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そ
こ
で
イ
ワ
ン
は
、
こ
う
答
え
る
。「
一
番
大
切
な
の
は
銅
で
す
。
銅
が
な
け
れ
ば
、
お
金
の
勘
定
が
で
き
な

く
な
る
か
ら
で
す
。
銅
貨
に
は
一
コ
ペ
イ
カ
も
あ
れ
ば
半
コ
ペ
イ
カ
も
あ
り
、
さ
ら
に
四
分
の
一
コ
ペ
イ
カ
も
あ

り
、
た
く
さ
ん
集
め
れ
ば
一
ル
ー
ブ
リ
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
銀
貨
や
金
貨
は
細
か
く
す

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
」。
ゴ
ル
ブ
ィ
リ
に
導
か
れ
て
イ
ワ
ン
が
船
に
戻
る
と
、
イ
ワ
ン
の
船
に
は
宝
石
が

ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
も
商
売
を
続
け
た
イ
ワ
ン
は
、
た
く
さ
ん
の
富
を
手
に
し ［
二
十
年
後
に
］ 

自
宅
に
戻
る
。［
妻
が
ベ
ッ

ド
で
二
人
の
若
者
と
横
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
た
イ
ワ
ン
は
激
怒
す
る
が
］ 

老
人
か
ら
も
ら
っ
た
「
首
斬
る

前
に
起
こ
し
て
た
ず
ね
ろ
」
と
い
う
二
つ
目
の
忠
告
を
思
い
出
し
、
自
分
の 

［
双
子
の
］ 

息
子
た
ち
の
命
を
奪
わ

ず
に
す
ん
だ
と
い
う
。

六
・「
グ
ラ
ア
ル
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
共
通
す
る
諸
要
素

　
（
一
）
複
数
の
忠
告
が
イ
ワ
ン
の
冒
険
を
導
い
て
い
る
。
最
初
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
、（「
死
を
恐
れ
る
な
」
と

い
う
）
忠
告
を
思
い
出
し
た
イ
ワ
ン
は
、
魚
と
と
も
に
海
の
中
へ
入
る
こ
と
に
す
る
。

　
（
二
）
冒
険
の
舞
台
は
、
海
底
の
不
思
議
な
国
で
あ
る
。
イ
ワ
ン
は
魚
に
導
か
れ
て
、
裁
き
の
女
神
の
も
と
へ
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向
か
う
。
こ
れ
に
対
し
て
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
、「
谷
間
に
」（
第
三
〇
三
二
行
）
あ
っ
た
館
へ
向
か
う
（「
谷ア

ヴ
ァ
ル間

に
」

あ
っ
た
こ
の
館
は
、
海
の
か
な
た
に
あ
る
ア
ヴ
ァ
ロ
ン
の
国 

［「
リ
ン
ゴ
畑
」
を
意
味
す
る
、
妖
精
モ
ル
ガ
ー
ヌ

が
支
配
す
る
国
］ 

と
響
き
あ
っ
て
い
る
）。
漁
夫
王
の
館
は
地
上
に
あ
る
が
、
海
の
か
な
た
の
国
を
匂
わ
せ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。

　
（
三
）
案
内
役
が
魚
（
ロ
シ
ア
語
で
は
「
大
き
な
頭
」
を
指
す
「
ゴ
ル
ブ
ィ
リ
」）
な
の
は
、
漁
夫
王
が
ペ
ル
ス

ヴ
ァ
ル
を
館
に
招
く
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
。
漁
夫
王
は
両
脚
が
不
自
由
な
た
め
、
民
話
の
古
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
で

は
魚
の
王
様
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
、
私
は
（
一
九
九
九
年
九
月
八
日
に
中
央
大
学
で
行
っ
た
講

演
で
）
披
露
し
た
。
漁
夫
王
が
水
の
精
、
魚
の
王
様
だ
と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
足
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

中
世
期
の
美
術
（
絵
画
や
版
画
）
に
は
、
中
世
の
想イ

マ
ジ像

世ネ
ー
ル界

で
人
気
の
あ
っ
た
こ
う
し
た
生
き
物
の
実
例
が
い
く

つ
も
見
つ
か
る
。
ロ
シ
ア
民
話
「
よ
い
言
葉
」
は
、
漁
夫
王
が
も
と
も
と
魚
の
王
様
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
私
の
説
の
最
初
の
裏
づ
け
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
（
四
）
こ
の
ロ
シ
ア
民
話
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
最
も
興
味
深
い
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ワ
ン
が
海
底
に

行
き
、
裁
き
の
女
神
か
ら
三
つ
の
金
属
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
る
件
で
あ
る
。
鉄
が
銅
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
別
に
す
れ
ば
、
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
が
目
撃
す
る
三
組
の
金
属
と
同
じ
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
民
話
で
は
『
グ
ラ
ア
ル
の

物
語
』
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
反
転
し
、
裁
き
の
女
神
の
ほ
う
が
イ
ワ
ン
に
金
属
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。
ペ
ル
ス

注
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ヴ
ァ
ル
の
話
で
は
逆
に
、
黄
金
製
の
「
グ
ラ
ア
ル
」
と
鉄
製
の
「
槍
」
に
つ
い
て
、
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
が
尋
ね
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
質
問
を
す
る
側
と
さ
れ
る
側
が
逆
転
し
て
い
る
）。
ち
な
み
に
「
鉄
は
黄
金
よ
り
貴
重
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
書
か
れ
た
Ａ
Ｔ
Ｕ
六
七
七
型
の
民
話
も
あ
る
。
こ
の
型
の
物
語
は
独
立
し
て
い
た
り
、
一
連
の

忠
告
を
含
む
民
話
と
組
み
合
わ
さ
れ
た
り
し
て
い
る
（
す
な
わ
ち
九
一
〇
Ｂ
型
の
地
域
的
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

る
）。
さ
ら
に
、
九
つ
の
類
話
の
う
ち
四
つ
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
五
つ
が
ロ
シ
ア
で
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

六
七
七
型
の
民
話
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
＝
ロ
シ
ア
圏
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

金
、
銀
、
鉄
と
い
う
分
類
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
属
で
で
き
た
三
つ
の
品
が
担
う
象
徴
の
重
要
性
を
反
映
し
た
も

の
で
あ
り
、
研
究
者
た
ち
か
ら
無
視
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
「
肉
切
台
（
タ
イ
ヨ
ワ
ー
ル
）」
に
改
め
て
重
要

な
役
割
を
与
え
て
い
る
。
三
つ
の
品
の
う
ち
「
グ
ラ
ア
ル
」
が
最
も
重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
際
、
思
い
切
っ

て
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
た
だ
ち
に
注
意
を
引
く
の
は
「
血
の
滴
る
槍
」
の
鉄
だ
か
ら
で
あ
る
（
物

語
で
は
「
グ
ラ
ア
ル
」
と
「
肉
切
台
」
よ
り
も
前
に
出
て
く
る
）。
六
七
七
型
に
分
類
さ
れ
る
民
話
（
実
際
に
は

九
一
〇
Ｂ
の
地
域
的
バ
ー
ジ
ョ
ン
）
で
語
ら
れ
る
伝
承
を
考
慮
す
れ
ば
、
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
「
グ
ラ
ア
ル
（
皿
）」

が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
よ
り
も
、「
血
の
滴
る
槍
」
の
鉄
が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
思
い
を
め
ぐ
ら
す
よ

う
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
結
論
に
至
る
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
謎
め
い
た
「
鉄
の
ハ
ン
ス
」（
Ｋ
Ｈ
Ｍ 

［
グ
リ
ム
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』］ 

一
三
六
）
と
の
比
較

注
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を
す
べ
き
だ
ろ
う
。
体
が
錆
び
た
鉄
の
よ
う
に
茶
色
い
ハ
ン
ス
は
、
沼
の
中
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
た
山
男
で
、
森

に
金
や
銀
を
あ
り
余
る
ほ
ど
持
っ
て
い
た
。
ハ
ン
ス
は
沼
の
水
か
ら
手
を
出
し
て
人
や
も
の
を
つ
か
ん
で
い
る
が
、

こ
れ
は
ア
ー
サ
ー
王
の
治
世
の
最
後
に
湖
水
か
ら
突
如
出
て
き
て
王
の
剣 

［
古
フ
ラ
ン
ス
語
名
エ
ス
カ
リ
ボ
ー
ル
、

英
語
名
エ
ク
ス
カ
リ
バ
ー
］ 

を
握
り
、
水
の
中
に
消
え
る
不
思
議
な
腕
に
似
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
銅
が
水
底

に
あ
る
と
い
う
話
は
、
北
太
平
洋
の
諸
民
族
の
神
話
に
よ
く
見
ら
れ
る
。

　

漁
夫
王
は
姿
を
消
す
こ
と
の
で
き
る
不
思
議
な
力
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
間
違
い
な
く
不
可
思
議
な
人
物
の
仲

間
で
あ
る
。
し
か
し
、
伝
説
や
神
話
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？　

ま
ず
漁
夫
王

は
、（
突
如
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
の
前
に
現
れ
た
り
、
姿
を
消
し
た
り
す
る
こ
と
か
ら
）
変
身
能
力
を
備
え
た
人
物
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
「
海
の
老
人
」（
た
と
え
ば
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
』
に
出
て
く
る
プ
ロ
テ

ウ
ス
）
や
、
中
世
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
「
ヒ
ナ
イ
ヴ
ィ
オ
ン
・
ビ
ー
ド
」（「
世
界
最
古
の
も
の
」）
と
呼
ば
れ
る
存
在

に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
原
初
的
な
存
在
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
の
姿
に
変
身
す
る
（
ケ
ル
ト
文
化

圏
で
は
鮭
が
特
に
重
要
で
あ
る
）。

注
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七
・
暗
号
化
さ
れ
た
名
前
―
ゴ
ル
ブ
ィ
リ
ま
た
は
ゴ
ル
ブ
シ
ャ

　

イ
ワ
ン
を
海
底
ま
で
案
内
す
る
魚
（
実
は
サ
ケ
科
の
魚
）
を
指
す
ロ
シ
ア
語
「
ゴ
ル
ブ
ィ
リ
」
は
、
何
を
指
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
「
ゴ
ル
ブ
ィ
リ
」
は
お
そ
ら
く
、
裁
き
の
女
神
と
同
一
で
あ
る
（『
グ
ラ
ア
ル
の
物

語
』
で
も
、
漁
夫
王
と
不
思
議
な
館
の
主
人
は
同
一
人
物
で
あ
る
）。
海
底
へ
案
内
さ
れ
た
人
間
は
、
そ
の
後
も

長
く
も
生
き
続
け
る
か
否
か
を
決
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
連
想
さ
れ
る
の
は
、
古
代
神
話
に
出
て
く
る
冥
界
の
裁
き

の
神
々
、
人
間
を
石
に
変
え
て
し
ま
う
ゴ
ル
ゴ
ン 

［
そ
の
目
を
見
た
者
を
石
に
化
す
三
姉
妹
の
怪
物
］ 

、（『
古
事

記
』
に
出
て
く
る
ワ
タ
ツ
ミ
の
よ
う
な
）
龍
王
が
住
む
宮
殿
で
あ
る
。

　
「
ゴ
ル
ブ
ィ
リ
」（gorbylʼ
）
ま
た
は
「
ゴ
ル
ブ
シ
ャ
」（gorboucha

）（
サ
ケ
科
の
魚
を
指
す
語
で
あ
り
、
ロ

シ
ア
南
部
で
は
ラ
ス
キ
リlaskirʼ
と
呼
ば
れ
る
）
に
含
ま
れ
る
「
ゴ
ル
」（gor-

）
と
い
う
音
節
に
注
目
す
れ
ば
、

海
底
に
住
み
人
間
の
言
葉
を
話
せ
る
こ
の
不
思
議
な
生
き
物
に
つ
い
て
、
言
語
学
的
な
解
読
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
に
登
場
す
る
ゴ
ル
ヌ
マ
ン
・
ド
・
ゴ
オ
ー
ル
（G

ornem
ant de G

oort

）
と
い
う

人
物
の
名
に
は
、「
ゴ
ル
」（gor-

）
と
い
う
音
節
が
二
つ
あ
る
。
ゴ
ル
ヌ
マ
ン
の
名
前
は
さ
ら
に
、
彼
の
住
む
城

が
ど
こ
に
あ
る
か
を
説
明
す
る
「
湾
、
小
さ
な
入
江
」
を
指
す
「
ル
ゴ
ー
ル
」（regort

、
第
一
三
二
四
行
）
と
、

釣
り
場
を
指
す
専
門
用
語
「
ゴ
ー
ル
」（gort

、
第
一
三
三
二
行
）
と
い
う
二
つ
の
言
葉
に
引
き
継
が
れ
て
い
る

注
20

注
21

注
22

注
23

注
24

注
25



31

クレティアン・ド・トロワ作『グラアルの物語』に隠された民話

（
さ
ら
に
ゴ
ー
ルGoort

の
意
味
を
説
明
し
て
い
る
）。
こ
の
よ
う
に
、
物
語
中
の
別
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
漁
夫
王
に

は
秘
か
な
繋
が
り
が
あ
り
、
ゴ
ル
ヌ
マ
ン
（
嘘
を
つ
か
な
い
人
）
が
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
に
「
喋
り
す
ぎ
な
い
よ
う

に
」
と
い
う
決
定
的
な
忠
告
を
前
も
っ
て
与
え
て
い
る
点
で
重
要
で
あ
る 

［
ゴ
ル
ヌ
マ
ン
の
ヌ
マ
ン-nem

ent

は
、

否
定
辞
「
ヌ
」（ne

）
と
「
嘘
を
つ
く
」
を
意
味
す
る
動
詞
「
マ
ン
テ
ィ
ー
ル
」（m

entir

）
の
活
用
形
「
マ
ン
」

（m
ent

）
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
］。
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
は
こ
の
忠
告
を
文
字
ど
お
り
に
と
ら
え
、「
グ
ラ
ア
ル
」
と

「
槍
」
を
前
に
し
て
「
口
を
つ
ぐ
ん
で
」
し
ま
っ
た
が
、
き
ち
ん
と
質
問
し
て
い
れ
ば
試
練
を
成
功
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
ゴ
ル
」（gor-

）
と
い
う
音
節
は
、［
十
三
世
紀
の
中
世
ラ
テ
ン
語
作
品
『
ア
ー
サ
ー

と
ゴ
ル
ラ
ゴ
ン
』
で
］  
ア
ー
サ
ー
王
が
出
会
う
人
狼
の
名
（
ゴ
ル
ラ
ゴ
ンGorlagon

）
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
ラ
ン
ス
ロ 

［
英
語
名
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
］ 

が
主
役
の
物
語
に
出
て
く
る
不
思
議
な
王
国
の
名
ゴ
ー
ル

（Gorre

）
に
も
認
め
ら
れ
る
。「
ゴ
ル
」（gor-

）
と
い
う
こ
の
音
節
は
、「
貪
り
食
う
こ
と
」
や
「
喉
」
と
い
う

意
味
を
表
す
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
の
語
根g

wer-1

と
関
連
づ
け
て
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、「
ゴ
ル
」（gor-
）
と
い
う
音
節
を
含
む
こ
れ
ら
の
名
前
の
背
後
に
は
、
実
に
不
思
議

な
異
界
に
住
む
「
人
食
い
鬼
（
オ
ー
グ
ルogre
）」
が 

［「
ゴ
ル
」（gor

）
の
ア
ナ
グ
ラ
ム
と
し
て
］ 

隠
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
？　

民
話
の
「
人
食
い
鬼
」
は
異
界
の
支
配
者
で
あ
り
、
巨
万
の
富
を
持
っ
て
い
る
（
Ａ
Ｔ
Ｕ

三
二
八
「
少
年
が
人
食
い
鬼
の
宝
を
盗
む
」
を
参
照
）。
ち
な
み
に 

［『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
後
半
で
ゴ
ー
ヴ
ァ
ン

注
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が
探
し
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
］ 「
血
の
滴
る
槍
」
は
、「
か
つ
て
人
食
い
鬼
（
オ
ー
グ
ル
）
の
土
地
だ
っ
た
ロ
ー

グ
ル
（Logres

）
王
国
全
体
」
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
る
槍
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
と
比
較
す
る
と
、
十
三
世
紀
の
ア
ー
サ
ー
王
物
語
『
ア
ー
サ
ー
と
ゴ
ル
ラ
ゴ
ン
』
で
は
、

一
連
の
忠
告
の
構
造
が
反
転
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
物
語
の
ア
ー
サ
ー
は
三
人
兄
弟 

［
ゴ
ル
ゴ
ル
、
ゴ

ル
レ
イ
ル
（
ま
た
は
ト
ル
レ
イ
ル
）、
ゴ
ル
ラ
ゴ
ン
］ 

を
順
に
訪
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
に
女
性
の
心
や
本
性
に
つ
い
て

質
問
す
る
（
す
な
わ
ち
ア
ー
サ
ー
が
、
女
性
に
対
し
て
取
る
べ
き
振
舞
い
に
つ
い
て
の
忠
告
を
求
め
て
い
る
こ
と

を
意
味
す
る
）。
三
番
目
に
応
対
し
た
長
兄
（
ゴ
ル
ラ
ゴ
ン
）
だ
け
が
、
ア
ー
サ
ー
の
質
問
に
答
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
ア
ー
サ
ー
が
三
人
に
し
た
相
談
は
、
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
に
三
人
の
人
物
が
順
に
忠
告
を
与
え
た
話
の
類
例
で

あ
る
。
主
人
公
に
「
忠
告
を
与
え
る
」
二
人
の
名
前
（
ゴ
ル
ラ
ゴ
ン
と
ゴ
ル
ヌ
マ
ン
・
ド
・
ゴ
オ
ー
ル
）
は
、
異

な
る
作
品
の
人
物
で
あ
り
な
が
ら
響
き
あ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ゴ
ル
ラ
ゴ
ン
は
漁
夫
王
の
名
前
の
一
つ

な
の
だ
ろ
う
か
？　

漁
夫
王
の
不
可
思
議
な
姿
と
、
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
を
迎
え
た
館
か
ら
彼
が
突
如
姿
を
消
し
て
い

る
こ
と
が
、
こ
う
し
た
見
方
を
後
押
し
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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結
論

　

以
上
の
よ
う
に
国
際
民
話
話
型
九
一
〇
Ｂ
型
か
ら
『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
の
内
部
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
作
業

は
、
多
く
の
点
で
興
味
深
い
。

　
（
一
）
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
面
白
い
点
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
作
品
群
の
比
較
研
究
の
枠

組
み
を
、
い
く
つ
か
の
民
話
の
話
型
へ
と
広
げ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
民
話
の
話
型
は
、（
ケ
ル
ト
文
化
圏
や
そ

の
他
の
）
神
話
物
語
群
よ
り
も
中
世
の
物
語
群
へ
直
接
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
、
ま
と
ま
っ
た
モ
テ
ィ
ー

フ
群
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
を
提
供
し
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
（
ケ
ル
ト
文
化
圏
や
そ
の
他
の
）
神
話
物
語

群
は
中
世
の
物
語
群
と
似
て
い
る
が
、
そ
の
類
似
は
ぼ
ん
や
り
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
似
て
い
る
と

認
め
づ
ら
い
場
合
も
あ
る
。

　
（
二
）
国
際
民
話
話
型
に
照
ら
し
て
複
数
の
物
語
群
の
比
較
を
行
う
と
、
物
語
群
の
要
点
を
よ
り
正
確
に
絞
り

こ
む
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
比
較
す
る
際
に
は
、
特
定
の
モ
テ
ィ
ー
フ
群
が
作
り
あ
げ
る
筋
書
き
を
無
視
し
て
、

モ
テ
ィ
ー
フ
群
の
ほ
う
を
拡
大
解
釈
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
語
り
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
の
ほ
う
が
、（「
グ
ラ
ア
ル
」
に
代
表
さ
れ
る
）
語
り
の
構
造
の
中
の
些
細
な
細
部
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
よ
り

も
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
比
較
と
い
う
方
法
を
取
れ
ば
、
そ
う
し
な
い
限
り
意
味
が
見
え
て
こ
な
い
作
品
の
細
部

注
30
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に
注
意
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
作
品
の
細
部
は
、
互
い
に
関
連
づ
け
ら
れ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
群
の
構

造
に
お
い
て
意
味
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
（
三
）
国
際
民
話
話
型
九
一
〇
Ｂ
型
か
ら
『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
を
検
討
す
る
と
、
そ
の
翻
案
作
品
（
特
に

ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
フ
ォ
ン
・
エ
ッ
シ
ェ
ン
バ
ハ
作
『
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
』［
中
高
ド
イ
ツ
語
・
韻
文
、
一
二
〇
〇

年
頃
。
邦
訳
は
加
倉
井
粛
之
・
伊
東
泰
治
・
馬
場
勝
弥
・
小
栗
友
一
訳
、
郁
文
堂
、
一
九
七
四
年
］ 

や
中
世

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
『
エ
ヴ
ロ
ウ
グ
の
息
子
ペ
レ
デ
ィ
ル
の
物
語
』［
邦
訳
は
森
野
聡
子
訳
『
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
原
典
訳　

マ
ビ
ノ
ギ
オ
ン
』（
原
書
房
、
二
〇
一
九
年
）
所
収
］、
さ
ら
に
は
『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
の
『
続
編
』
群 

［『
第

一
続
編
』（
短
編
は
一
一
九
〇
年
頃
）、『
第
二
続
編
』（
一
二
〇
〇
年
頃
）、
マ
ネ
シ
エ
作
『
第
三
続
編
』（
一
二
二
〇

年
頃
）、
ジ
ェ
ル
ベ
ー
ル
・
ド
・
モ
ン
ト
ル
イ
ユ
作
『
第
四
続
編
』（
一
二
二
七
年
頃
）］ 

や
散
文
に
よ
る
聖
杯
物

語
群
な
ど
）
と
の
関
係
を
、
よ
り
明
確
に
定
義
し
直
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
九
一
〇
Ｂ
型
の
民
話
は
い

わ
ば
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
作
品
ど
う
し
の
つ
な
が
り
の
度
合
い
を
見
極
め
、
相
互
の
影
響
関
係
を
も
っ
と
詳
し
く

検
討
す
る
た
め
の
基
準
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
作
業
は
ま
だ
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。
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注注
１　

 

本
稿
で
用
い
た
校
訂
本
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ッ
ド
版
『
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
全
集
』
所
収
『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
で
あ

る
（Chrétien de T

royes, Le Conte du Graal, édition et traduction de D
. Poirion, in : Chrétien de T

royes, 
Œ

uvres com
plètes 

（sous la direction de D
. Poirion

）, Paris, Gallim
ard, 1994, p. 683-911 

（texte et 
traduction

）, p. 1299-1391 （notes et com
m

entaire

））。

注
２　

 J. Frappier, Chrétien de T
royes et le m

ythe du graal. Étude sur Perceval ou le Conte du Graal, Paris, 
SED

ES, 1972. 
［
邦
訳
は
ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ピ
エ
（
天
沢
退
二
郎
訳
）『
聖
杯
の
神
話
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
〇
年
］　Ph. 

W
alter, Perceval, le Pêcheur et le Graal, Paris, Im

ago, 2004.

注
３　

 

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
デ
ュ
メ
ジ
ル
は
（
一
九
二
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
博
士
論
文
『
不
死
の
饗
宴
』
の
中
で
）
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ボ
ロ
ン
作

『
聖
杯
の
物
語
』
を
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
版
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
（G. D

um
ézil, Le festin dʼ im

m
ortalité, 1924, p. 178

）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
デ
ュ
メ
ジ
ル
が
古
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
原
典
を
読
ん
で
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
デ
ュ
メ
ジ
ル
は
自

説
を
補
強
す
る
際
、
ポ
ー
ラ
ン
・
パ
リ
ス
の
著
作
（P. Paris, Les rom

ans de la T
able ronde, Paris, 1868

）
に
記
さ
れ

て
い
た
作
品
群
の
不
正
確
な
梗
概
と
間
違
っ
た
創
作
年
代
を
根
拠
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

注
４　

 

ケ
ル
ト
起
源
説
と
キ
リ
ス
ト
教
起
源
説
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
版
『
イ
リ
ス
』
第
四
二
号
に
掲
載
さ
れ

た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヴ
ァ
ル
テ
ー
ル
の
論
考
（Ph. W

alter, 

《U
n graal et trois fonctions dum

éziliennes : illusion, 
falsification, déception

》,  Iris 

［revue en ligne
］, 42, 2022, m

is en ligne en janvier 2023. https://publications-
prairial.fr/iris/index.php?id=2730

）
を
参
照
。

注
５　

 

こ
こ
で
用
い
た
「
形
態
学
（
モ
ル
フ
ォ
ロ
ジ
ー
）」
の
概
念
は
、
プ
ロ
ッ
プ
が
（『
民
話
の
形
態
学
』
の
中
で
）
用
い
た
概
念
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と
は
異
な
る 

［
邦
訳
は
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ
（
北
岡
誠
司
・
福
田
美
智
代
訳
）『
昔
話
の
形
態
学
』
白
馬
書
房
、

一
九
八
七
年
］。
こ
こ
で
は
プ
ロ
ッ
プ
が
用
い
た
抽
象
的
な
論
理
素
（「
機
能
」）
を
使
う
の
で
は
な
く
、（
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー

ス
が
『
構
造
人
類
学
二
』
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
）「
内
容
は
そ
の
構
造
と
」、
典
型
的
で
（
さ
ら
に
は
文
脈
に
適
合
し
た
）

モ
テ
ィ
ー
フ
群
の
配
列
か
ら
「
そ
の
本
質
を
引
き
出
す
」
こ
と
に
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
（Cf. C. Lévi-Strauss, 

A
nthropologie structurale deux, Paris, Plon, 1996, p. 158

）。
こ
こ
で
『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
の
梗
概
が
明
ら
か
に
し

よ
う
と
し
て
い
る
「
示
差
的
な
要
素
の
束
」（p. 170

）
は
、
民
話
に
構
造
を
与
え
、
相
互
に
入
れ
替
え
可
能
で
あ
る
（
こ
れ
は
、

後
に
物
語
化
さ
れ
て
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
な
る
、
一
連
の
助
言
が
果
た
す
範
列
の
役
割
で
あ
る
）。

注
６　

 

ク
レ
テ
ィ
ア
ン
は
、『
荷
車
の
騎
士
』
や
『
ラ
イ
オ
ン
を
連
れ
た
騎
士
』
を
著
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に
『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』

を
著
し
た
（
タ
イ
ト
ル
の
「
荷
車
」
と
「
ラ
イ
オ
ン
」
は
ど
ち
ら
も
、
ラ
ン
ス
ロ
と
イ
ヴ
ァ
ン
の
冒
険
群
の
中
心
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
。「
荷
車
」、「
ラ
イ
オ
ン
」「
グ
ラ
ア
ル
」
は
三
つ
の
作
品
を
区
別
す
る
た
め
の
標
識
だ
と
考
え
ら
れ
る
）。

注
７　

 H
.-J. U

ther, T
he T

ypes of International Folktales : A
 Classification and Bibliography Based on the System

 
of A

ntti A
arne and Stith T

hom
pson, A

cadem
ia Scientiarum

 F
ennica, coll. 

《F
olklore F

ellow
ʼs 

Com
m

unications, 284

》, H
elsinki, 2004, t. 1, p. 530-531. 

［
邦
訳
は
、
ハ
ン
ス
＝
イ
ェ
ル
ク
・
ウ
タ
ー
（
加
藤
耕
義
訳
）

『
国
際
昔
話
話
型
カ
タ
ロ
グ　

分
類
と
文
献
目
録
』
小
澤
昔
ば
な
し
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
。
こ
こ
で
は
加
藤
訳
を
参
照
し
、

文
脈
に
合
わ
せ
て
訳
語
を
一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
］

注
８　

 J.-P. Pichette, Lʼobservance des conseils du m
aître. M

onographie internationale du conte type A
T

 910B 
précédée dʼune introduction au cycle des bons conseils 

（A
T

 910-915

）, H
elsinki, A

cadem
ia Scientiarum

 
Fennica, 1991 （coll. 《Folklore Fellow

 Com
m

unications, 250

》）.
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注
９　

 G. Genette, Figures III, Paris, Seuil, 1972, p. 105. 

［
先
説
法
（prolepse

）
に
つ
い
て
は
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ

ト
（
花
輪
光
・
和
泉
涼
一
訳
）『
物
語
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル　

方
法
論
の
試
み
』
書
肆
風
の
薔
薇
、
一
九
八
五
年
、
七
〇
～
八
四

頁
を
参
照
］

注
10　

 「
と
い
う
の
も
、
あ
の
騎
士
が
彼
に
与
え
た
忠
告
を
思
い
出
し
た
か
ら
だ
」（Q

ue del chasti li sovenoit / celui qui 
chevalier le fist

）（
第
三
二
〇
六
～
第
三
二
〇
七
行
）、「
彼
は
あ
え
て
尋
ね
よ
う
と
し
な
か
っ
た
（
中
略
）、
心
の
中
に
あ

の
賢
い
騎
士
の
言
葉
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」（N

ʼosa m
ie dem

ander ［
…
］ el cuer avoit la parole au prodom

e

）（
第

三
二
四
四
～
第
三
二
四
七
行
）、「
優
し
く
教
え
て
く
れ
た
、
あ
の
賢
者
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
」（Por le 

prodom
e se dotoit / qui dolcem

ent le chastia

）（
第
三
二
九
四
～
第
三
二
九
五
行
） 

注
11　

 

こ
の
ロ
シ
ア
民
話
は
、
か
つ
て
多
く
の
フ
ィ
ン
人
が
住
ん
で
い
た
地
域
で
あ
る
（
モ
ス
ク
ワ
南
東
一
八
五
キ
ロ
に
あ
る
リ
ャ

ザ
ン
に
あ
る
）
ラ
ネ
ン
ブ
ル
グ
郡
近
郊
で
集
め
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
訳
はA

fanassiev, Contes populaires russes, 
2010, Paris, Im

ago, tom
e 3, n

° 249, p. 211-213. J.-P. Pichette, op. cit., p. 421-422 

（version RU
S-2

）. ［
邦
訳
は
、

中
村
喜
和
訳
『
ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
エ
フ
民
話
集
（
下
）』
岩
波
文
庫
、
三
〇
六
～
三
一
〇
頁
「
よ
い
言
葉
」］　

こ
の
話
型
に
属
す

る
ロ
シ
ア
民
話
の
類
話
に
つ
い
て
は
、『
東
ス
ラ
ヴ
民
話
の
モ
テ
ィ
ー
フ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
』（L. G. Barag 

（éd.

）, I. P. 
Berezovskij, K

. K
abashnikov, N

. N
ovikov, Sravnitelʼnyj ukazatelʼsuzetov. V

ostochno-slavjanskaja skazka 

（Index com
paratif des contes-types : contes des Slaves de lʼEst

）, Leningrad, N
aouka, 1979, p. 228

）
も
参
照
。

注
12　

 「
す
る
と
彼
の
眼
前
の
谷
間
に
」（Lors vit devant lui an un val

）（
第
三
〇
五
〇
行
）
と
い
う
一
節
か
ら
、 

ペ
ル
ス
ヴ
ァ

ル
（Perceval

）
の
名
は
「
谷
（
ヴ
ァ
ルval

）
の
秘
密
を
見
抜
い
た
（
ペ
ル
スperce

）
者
」
と
解
釈
で
き
る
。

注
13　

 Ph.W
alter, 2004, op. cit., p. 201-223. 

魚
人
間
は
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
期
の
絵
画
や
彫
刻
（J. Fronty, Lʼétrange bestiaire 
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m
édiéval du M

usée de M
etz. U

n poisson dans le plafond, M
etz, Editions Serpenoise, 2007

）
だ
け
で
な
く
、

ア
ー
サ
ー
王
文
学
に
も
登
場
す
る
。

注
14　

 Ph. W
alter,  

《Roi Pêcheur ou roi-saum
on ? A

 propos dʼun personnage du Conte du Graal de Chrétien de 
T

royes

》（
一
九
九
九
年
九
月
八
日
に
中
央
大
学
で
開
催
さ
れ
た
講
演
）。
講
演
原
稿
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヴ
ァ
ル
テ
ル
（
渡
邉

浩
司
訳
）『
漁
夫
王
あ
る
い
は
鮭
の
王
？　

ク
レ
チ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
『
聖
杯
の
物
語
』
の
一
登
場
人
物
を
め
ぐ
っ
て
』（
人

文
研
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
一
二
、二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

注
15　

 

メ
ッ
ス 
［
フ
ラ
ン
ス
北
東
部
モ
ゼ
ル
県
］
の
セ
ル
プ
ノ
ワ
ー
ズ
通
り
の
豪
華
な
邸
宅
の
装
飾
天
井
（
一
三
世
紀
）
や
、
リ
ヨ

ン ［
フ
ラ
ン
ス
南
東
部
］ 

の
サ
ン
・
ジ
ャ
ン
（
聖
ヨ
ハ
ネ
）
大
聖
堂
の
正
門
に
描
か
れ
た
人
間
と
魚
の
雑
種
像
を
参
照
。

注
16　

 J.-P. Pichette, op. cit., p. 539-540.

注
17　

 「
鉄
の
ハ
ン
ス
」
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヴ
ァ
ル
テ
ー
ル
の
論
考
（Ph. W

alter, 

《Lʼor, lʼargent et le fer. 
Etiologie dʼune fête m

édiévale : les Rogations

》, Le M
oyen A

ge, 99, 1993, p. 41-59

）
を
参
照
。

注
18　

 C. Lévi-Strauss, La voie des m
asques, Paris, Plon, 1979, p. 83-84. 

［
邦
訳
は
、
ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス

（
山
口
昌
男
・
渡
辺
守
章
・
渡
辺
公
三
訳
）『
仮
面
の
道
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
八
年
）
第
一
部
第
二
巻
Ⅵ
を
参
照
］

注
19　

 Ch. Guyonvarcʼh et F. Le Roux, Les D
ruides, Rennes, O

uest-France, 1986, p. 322-329.

注
20　

 

ゴ
ル
ブ
シ
ャ
と
い
う
の
は
、
北
太
平
洋
に
棲
息
す
る
背
部
が
著
し
く
も
り
上
が
っ
た
サ
ケ
科
サ
ケ
属
の
魚 

［
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
］ 

で
あ
る
。

注
21　

 

イ
ワ
ン
が
水
底
（
地
下
世
界
）
に
向
か
う
件
は
、
冥
界
で
の
裁
き
と
い
う
神
話
的
な
テ
ー
マ
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
古
代
神

話
で
は
、
人
間
が
死
後
に
運
命
の
神
の
裁
き
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
死
者
の
魂
の
行
く
末
が
決
め
ら
れ
る
。
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た
と
え
ば
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
死
者
の
魂
の
裁
き
は
オ
シ
リ
ス
の
前
で
行
わ
れ
る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
『
死
者
の
書
』
に

よ
る
と
、
死
者
は
一
連
の
儀
礼
的
な
文
言
を
覚
え
、
そ
れ
を
神
々
の
前
で
朗
誦
し
て
永
遠
の
幸
福
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
。

ロ
シ
ア
民
話
「
よ
い
言
葉
」
で
は
、
裁
き
の
女
神
の
問
い
へ
の
返
答
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
前
述
の
冥
界
の
支
配
者
に
よ
る

裁
き
の
考
え
方
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。『
グ
ラ
ア
ル
の
物
語
』
で
は
、
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
が
漁
夫
王
に
「
グ
ラ
ア

ル
」
と
「
槍
」
に
つ
い
て
の
質
問
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
質
問
に
は
何
の
意
味
も
な
い
。
つ
ま
り
、
漁

夫
王
も
ま
た
生
殺
与
奪
の
権
を
握
る
存
在
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
漁
夫
王
は
、
民
間
伝
承
で
は
地
獄
と
の
区
別
が
判
然

と
し
な
い
彼
岸
の
支
配
者
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
九
一
〇
Ｂ
型
の
民
話
の
標
準
形
に
従
え
ば
、（
斬
首
や
流
血
な
ど

の
）
不
気
味
な
儀
礼
を
取
り
仕
切
る
主
人
の
前
で
失
礼
な
発
言
を
す
れ
ば
、
死
を
免
れ
な
か
っ
た
（
九
一
〇
Ｂ
型
の
民
話
に

は
「
死
者
の
生
首
の
あ
る
館
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
含
む
も
の
が
あ
る
）。
ロ
ー
マ
の
民
間
信
仰
で
は
、
こ
う
し
た
恐
る
べ
き
領

域
は
オ
ル
ク
ス
（O

rcus
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
か
つ
て
こ
の
名
称
を
「
人
食
い
鬼
」
を
指
す
「
オ
ー
グ
ル
」（ogre

）
と

関
連
づ
け
る
試
み
が
な
さ
れ
た
（
オ
ン
ラ
イ
ン
版
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
『
フ
ラ
ン
ス
語
語
源
辞
典
』
第
七
巻
三
九
四
頁
で
は
、

オ
ル
ク
ス
が
「
地
下
世
界
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
）。
漁
夫
王
の
属
性
も
、
人
食
い
鬼
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
最
後
に
地
獄
の
場
所
で
あ
る
が
、
た
い
て
い
は
海
の
彼
方
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
イ
ワ
ン
は
海
底
、
ペ
ル
ス

ヴ
ァ
ル
は
橋
も
浅
瀬
も
な
い
川
を
越
え
た
と
こ
ろ
へ
向
か
っ
て
い
る
）。
水
辺
の
地
獄
と
い
う
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
神
話
の

想イ
マ
ジ像

世ネ
ー
ル界

で
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
イ
ヴ
・
ボ
ン
ヌ
フ
ォ
ワ
編
『
世
界
神
話
事
典
』
所
収
「
地
獄

の
地
誌
」（D

ictionnaire des m
ythologies dʼY

. Bonnefoy （dir.

）, Paris, Flam
m

arion, 1999, t. I, p. 674-678 ［
邦
訳

は
、
金
光
仁
三
郎
ほ
か
訳
『
世
界
神
話
大
事
典
』
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
三
五
一
～
三
五
二
頁
］）
を
参
照
）。

注
22　

 

ケ
ル
ト
神
話
に
お
け
る
鮭
の
重
要
性
と
、（
鮭
を
ま
る
ご
と
一
匹
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
皿
と
し
て
の
）「
グ
ラ
ア
ル
」
に
つ
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い
て
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヴ
ァ
ル
テ
ー
ル
の
著
作
（Ph. W
alter, 2004, op. cit., p. 181-200

）
を
参
照
。

注
23　

 Z. Prilepine, Je viens de Russie. Chroniques, Paris, Éditions de la D
ifférence,  2014 

の
第
七
章
冒
頭
を
参
照
。

「
鮭
」
を
指
す
「
ラ
ス
キ
リ
」（laskirʼ

）
は
ス
ラ
ヴ
語
で
あ
り
、
そ
の
語
根
が
（
音
位
転
換
を
起
こ
し
て
）
ド
イ
ツ
語
で
は

「
ラ
ク
ス
」（Lachs

）
と
な
っ
て
い
る
。

注
24　

 
同
じ
言
語
グ
ル
ー
プ
（
こ
こ
で
は
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
）
に
属
す
る
神
話
群
に
は
、
古
い
神
話
的
基
層
を
表
す
、
よ

く
似
た
音
節
を
一
つ
か
複
数
含
ん
だ
、
暗
号
化
さ
れ
た
名
前
や
言
葉
が
見
つ
か
る
。
暗
号
化
さ
れ
た
名
前
の
分
析
例
と
し
て

は
、
デ
ュ
メ
ジ
ル
『
神
話
と
叙
事
詩
』
第
三
巻
（G. D

um
ézil, M

ythe et épopée, t. 3, p. 21-89

）
を
参
照
（『
リ
グ
・

ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
』
に
言
及
の
あ
る
水
神
ア
パ
ー
ム
・
ナ
パ
ー
ト
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
泉
の
神
ネ
フ
タ
ン
が
、
ロ
ー
マ
の
水
神

ネ
プ
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
と
比
較
さ
れ
て
い
る
）。

注
25　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
『
中
期
フ
ラ
ン
ス
語
事
典
』
の
定
義
に
よ
る
と
、「
ゴ
ー
ル
」（gort

）
は
「
川
底
に
置
か
れ
た
二
列
の

棒
で
、
そ
の
天
辺
に
魚
が
く
る
と
網
が
閉
じ
、
魚
を
中
に
つ
か
ま
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
」。「
グ
ラ
ア
ル
」（
魚
を
入

れ
る
大
き
な
皿
）
と
「
血
の
滴
る
槍
」
を
持
つ
漁
夫
王
は
、
こ
の
仕
掛
け
と
関
係
の
あ
る
人
物
だ
と
思
わ
れ
る
。

注
26　

 Proto-indo-european etym
ological D

ictionary. A
 revised edition of J. Pokorny, Indogerm

anisches 
Etym

ologisches W
örterbuch, Indo-European language revival association, 2007, p. 1304-1307 

（sur le site 
http://dnghu.org/

）

注
27　

 ̓Q
ue toz li reaum

es de Logres, / Q
ui jadis fu la terre as ogres, ʼ 

（Conte du Graal, v. 6169 et 6170

）. 

こ
の
二

行
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
文
献
に
お
け
る
「
人
食
い
鬼
（
オ
ー
グ
ル
）」
と
い
う
語
の
初
出
で
あ
る
。

注
28　

 Arthur et Gorlagon, dans : A
rthur, Gauvain et M

ériadoc. Récits arthuriens du X
IIIe siècle, traduits et 
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クレティアン・ド・トロワ作『グラアルの物語』に隠された民話
com

m
entés sous la direction de Ph. W

alter, Grenoble, Ellug, 2007 

（coll. 

《M
oyen Â

ge européen

》）. ［
邦
訳
は

高
木
麻
由
美
・
橋
本
万
里
子
訳
「
ア
ー
サ
ー
王
と
ゴ
ー
ラ
ゴ
ン
王
」『
立
命
館
文
学
』
第
六
一
七
号
（
二
〇
一
〇
年
）、
四
七

～
六
三
頁
］

注
29　

 
ゴ
ル
ラ
ゴ
ン
と
漁
夫
王
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
象
徴
的
に
担
う
役
割
か
ら
比
較
可
能
で
あ
る
。
ゴ
ル
ラ
ゴ
ン
が
人
狼
、
漁
夫
王
の

祖
型
が
魚
の
王
様
だ
と
想
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
半
ば
人
間
で
半
ば
動
物
の
こ
う
し
た
人
物
は
民
話
に
も
よ
く
登
場
し
、

残
忍
で
人
肉
を
食
ら
う
人
食
い
鬼
の
ご
と
き
存
在
で
あ
る
（
そ
も
そ
も
ゴ
ル
ラ
ゴ
ン
は
、
不
倫
に
及
ん
だ
妻
を
罰
す
る
た
め
、

妻
の
愛
人
の
首
を
刎
ね
、
妻
に
は
食
事
の
た
び
に
皿
に
の
せ
ら
れ
た
愛
人
の
頭
蓋
骨
に
接
吻
す
る
よ
う
強
要
し
た
）。
九
一
〇

Ｂ
型
の
民
話
の
数
多
く
の
類
話
に
出
て
く
る
漁
夫
王
に
相
当
す
る
人
物
も
ま
た
、
惨
忍
な
殺
人
鬼
で
あ
り
、
凄
惨
な
光
景
を

前
に
し
て
口
を
滑
ら
せ
た
人
を
こ
と
ご
と
く
殺
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
漁
夫
王
も
ま
た
人
食
い
鬼
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
こ
れ

に
対
応
す
る
ペ
ロ
ー
の
童
話
の
「
青
髭
」
は
、
ま
さ
し
く
連
続
殺
人
犯
で
あ
る
）。
九
一
〇
Ｂ
型
の
民
話
に
は
、
適
切
な
振
舞

い
を
見
せ
た
客
に
的
外
れ
の
返
答
を
し
た
場
合
、
客
を
待
ち
受
け
て
い
た
報
い
を
教
え
て
く
れ
る
主
人
が
出
て
く
る
類
話
も

あ
る
。
主
人
が
あ
る
部
屋
の
扉
を
開
け
、
客
は
首
を
刎
ね
ら
れ
た
死
体
の
山
が
床
の
上
に
あ
る
の
を
目
撃
す
る
（
本
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
巻
末
の
「
補
遺
」
に
掲
載
さ
れ
た
、
九
一
〇
Ｂ
型
に
属
す
る
バ
ス
ク
民
話
「
占
い
師
の
三
つ
の
忠
告
」
を
参
照
）。
こ

れ
は
漁
夫
王
が
ま
さ
し
く
惨
忍
な
人
食
い
鬼
で
あ
る
証
拠
で
あ
る
。
ま
た
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
と
ヴ
ォ
ル
フ
ラ

ム
・
フ
ォ
ン
・
エ
ッ
シ
ェ
ン
バ
ハ
は
そ
れ
ぞ
れ
、
漁
夫
王
と
そ
の
中
高
ド
イ
ツ
語
版
に
あ
た
る
ア
ン
フ
ォ
ル
タ
ス
を
、
ロ
ー

マ
神
話
の
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
の
ご
と
き
人
物
と
し
て
描
い
て
い
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヴ
ァ
ル
テ
ー
ル

「
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
孤
独
―
漁
夫
王
と
ア
ン
フ
ォ
ル
タ
ス
」（Ph. W

alter, 

《Solitudes m
élancoliques : le roi Pêcheur 

（Chrétien de T
royes

） et A
m

fortas （W
olfram

 von Eschenbach

）》, dans : A
. Siganos éd., Solitudes écritures 
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et représentations, Grenoble, ELLU
G, 1995, p. 21-30

）
を
参
照
）。
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
の
主
な
特
徴
は
、
自
分
の
子
供
た

ち
を
貪
り
食
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
人
食
い
鬼
は
な
か
な
か
い
な
い
だ
ろ
う
。
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
が
天
文
学
書

の
版
画
で
跛
行
の
姿
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
漁
夫
王
の
不
具
も
説
明
が
可
能
で
あ
る
（
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
に
由

来
す
る
土
星
は
十
六
世
紀
の
版
画
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
冬
の
や
ぎ
座
と
み
ず
が
め
座
の
支
配
星
で
あ
る
）。
こ
の
モ

テ
ィ
ー
フ
に
つ
い
て
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ヴ
ァ
ル
テ
ー
ル
の
修
士
論
文
『
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
と
土
星
の
子
た
ち
』（A

. 
W

alter, Perceval et les enfants de Saturne, Grenoble, U
niversité Stendhal, 2003 

（m
ém

oire de m
aîtrise

））

を
参
照
。

注
30　

 

数
多
く
の
例
の
中
か
ら
一
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。（
ロ
ジ
ャ
ー
・
シ
ャ
ー
マ
ン
・
ル
ー
ミ
ス
は
）
グ
ラ
ア
ル
を 

［
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
神
話
物
語
に
出
て
く
る
］ 

ダ
グ
ダ
の
大
釜
と
比
較
し
た
が
、
こ
の
比
較
に
は
ま
っ
た
く
意
味
が
な
い
。
ケ
ル
ト
文
化
圏

で
重
視
す
べ
き
な
の
は
、
食
べ
物
を
の
せ
る
皿
（
グ
ラ
ア
ル
）
と
肉
を
切
り
分
け
る
た
め
の
皿
（
タ
イ
ヨ
ワ
ー
ル
）
と
い
う

二
つ
の
皿
、
特
別
な
槍
、
以
上
三
つ
の
品
に
関
す
る
質
問
が
揃
っ
て
出
て
く
る
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
作
品
は
こ

れ
ま
で
に
一
度
も
、
ケ
ル
ト
文
化
圏
で
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。



43

クレティアン・ド・トロワ作『グラアルの物語』に隠された民話

補
遺

「
占
い
師
の
三
つ
の
忠
告
」（
バ
ス
ク
民
話
）

　

運
に
見
放
さ
れ
た
男
が
妻
と
子
供
た
ち
の
も
と
を
離
れ
、
運
試
し
に
出
か
け
る
。
出
発
前
、
男
は
占
い
師
に
見

て
も
ら
い
、
三
つ
の
忠
告
を
も
ら
う
。
そ
れ
は
、（
一
）
決
し
て
本
道
か
ら
離
れ
て
横
道
を
進
ん
で
は
な
ら
な
い
、

（
二
）
他
人
の
家
で
何
か
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
も
詮
索
し
て
は
な
ら
な
い
、（
三
）
怒
り
を
覚
え
て
も
す
ぐ
に

は
動
か
ず
に
落
ち
着
い
て
か
ら
恨
み
を
晴
ら
し
な
さ
い
、
と
い
う
忠
告
だ
っ
た
。

　
（
最
初
の
忠
告
ど
お
り
）
本
道
を
進
ん
だ
お
か
げ
で
、
男
は
泥
棒
と
出
会
わ
ず
に
す
む
。
あ
る
晩
、
男
は
城
に

到
着
し
、
宿
泊
場
所
と
食
事
を
求
め
る
。
館
の
主
人
は
、
頭
が
二
つ
、
目
が
三
つ
、
鋼
の
脚
と
い
う
身
の
毛
も
よ

だ
つ
姿
を
し
て
い
た
。
し
か
し
男
は
二
つ
目
の
忠
告
を
守
り
、
驚
い
た
様
子
を
少
し
も
見
せ
な
か
っ
た
。
城
主
は

食
卓
を
置
き
、
三
人
分
の
食
器
を
並
べ
る
。
し
か
し
グ
ラ
ス
を
二
つ
し
か
置
か
ず
、
三
つ
目
の
グ
ラ
ス
の
代
わ
り

に
人
間
の
頭
蓋
骨
を
置
く
。
そ
れ
か
ら
城
主
が
箪
笥
を
開
け
る
と
、
そ
こ
か
ら
驚
く
ほ
ど
美
し
い
貴
婦
人
が
出
て

く
る
。
貴
婦
人
は
頭
蓋
骨
の
前
に
座
り
、
そ
れ
を
グ
ラ
ス
と
し
て
使
う
。
夕
食
後
、
貴
婦
人
は
箪
笥
に
戻
っ
て
い

く
。
こ
の
光
景
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
間
、
男
が
ず
っ
と
黙
っ
て
い
た
た
め
、
城
主
は
こ
う
言
っ
た
。「
珍
し
い
お

方
だ
な
、
そ
な
た
が
ず
う
ず
う
し
い
奴
だ
と
非
難
す
る
者
は
誰
も
お
ら
ん
。
そ
な
た
は
こ
こ
で
見
た
も
の
に
つ
い
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て
何
一
つ
尋
ね
な
か
っ
た
が
、
そ
な
た
に
と
っ
て
幸
い
な
こ
と
だ
っ
た
。
好
奇
心
に
負
け
て
尋
ね
て
い
た
ら
、
そ

な
た
の
前
に
こ
こ
へ
来
た
他
の
者
た
ち
と
同
じ
く
、
そ
な
た
は
命
を
落
と
し
て
い
た
か
ら
だ
」。
そ
の
後
、
城
主

が
男
に
見
せ
た
部
屋
の
床
に
は
、
死
体
の
山
が
あ
っ
た
。
城
主
の
話
に
よ
る
と
、
先
ほ
ど
の
貴
婦
人
は
城
主
の
妻

で
あ
り
、
城
主
に
不
貞
を
働
い
た
の
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
城
主
は
妻
の
愛
人
を
殺
し
、
そ
の
頭
蓋
骨
を
杯
に
し
た
。

城
主
は
客
の
命
を
奪
う
こ
と
な
く
、
客
を
帰
し
た
。

　

男
は
自
宅
に
戻
っ
た
が
、
出
発
し
た
と
き
と
変
わ
ら
ず
貧
し
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
家
で
は
、
妻
が
若
い
司
祭
と

楽
し
そ
う
に
喋
っ
て
い
た
。
男
は
若
者
が
妻
の
愛
人
だ
と
思
い
、
殺
そ
う
と
す
る
が
、（
三
つ
目
の
忠
告
ど
お
り
）

怒
り
を
抑
え
、
そ
の
場
は
我
慢
し
た
。
実
は
そ
の
若
い
司
祭
が
、
家
を
出
た
時
に
ほ
ん
の
子
供
だ
っ
た
自
分
の
息

子
だ
と
判
明
す
る
。
男
の
妻
は
辛
抱
強
く
働
き
続
け
、
家
で
は
な
ん
と
か
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
占
い
師
は
正
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
三
つ
の
忠
告
の
お
か
げ
で
、
こ
の
家
族
は
貧
困
か

ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
っ
た
。

 
 

ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
セ
ル
カ
ン
編
『
バ
ス
ク
地
方
の
伝
説
と
民
話
』
よ
り
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れた『英雄の神話的諸相―ユーラシア神話試論I』（2019年）と『ユーラ
シアの女性神話―ユーラシア神話試論II』（2021年）がある。
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